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泉南市立幼稚園（９園）では一斉に入園式が行われ、今年は３１６人

（女の子１４９人・男の子１６７人）の新しいお友だちがこのめでたき日

を迎えました。西信達幼稚園（写真）でも真新しい制服に身をつつんだ園

児たち（１７人）が、たくさんの希望と夢を胸に入園しました。式典では、

園長先生が「みなさん、これからは毎日、元気に幼稚園に来てくださいね」

と呼びかけると、園児たちも「は～い！」と大きなかわいい声でお返事

をしていました。 （４月１０日）

ひかりのどけき春の日に‥
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【バランスシートって？】

今回作成のバランスシートは企業会計的な考え方を

取り入れ、資産や資産形成に要した負債の状況など、

ストック（資産や負債の残高）に関する情報をわかり

やすく表示したもので、各年度末時点に保有する資産

とその資産形成のための資金の調達方法を対照的に示

した一覧表です。

借方（左側）には、「資産」を「有形固定資産」「投

資等」「流動資産」に分けて表示し、貸方（右側）には

「負債」と企業でいう資本にあたる「正味資産」を表示

しています。

【作成の基準】

一、普通会計を対象としています。（個々の地方自治体

ごとに会計区分が異なるため、全国の自治体の財政比

較を行うための統一的な会計区分で下水道、水道、国

民健康保険等の特別会計などは含みません）

二、会計年度の最終日をバランスシート作成の基準日

とします。

三、昭和44年度以降の決算統計データを基礎数値とし

ます。

四、有形固定資産の評

価は、昭和44年度以降

の建設事業費を取得価

格としています。また、

寄附を受けた資産や昭

和43年度以前に取得し

た資産は計上していま

せん。

五、減価償却の方法は、

建設事業費の各区分ご

とに耐用年数を設定し、

定額法により行ってい

ます。（土地については、

減価償却の対象外とし

ています）

六、出納整理期間（４月１日～５月31日）における出

納については、バランスシート作成基準日（３月31日）

までに終了したものとして処理しています。

【資産の部】

平成12年度末の資産総額は658億9,800万円で、平成11

年度末に比べ２億9,300万円減少しています。総資産の

うち約90％が土地や建物からなる「有形固定資産」で

す。その中でも、道路や公園などの土木施設の割合が

約47％と最も高く、次に学校や図書館などの教育施設

が約30％となっています。また、他団体への出資金や

貯金である各種基金などの「投資等」が約５％、年度

末の余剰金や市税等の未収金、一部の基金からなる

「流動資産」が約５％となっています。

【負債の部】

市の借入金の未償還残高が、「固定負債」の地方債と

「流動負債」の翌年度償還予定額を合わせて238億800万

円で平成11年度に比べ５億4,300万円減少しており、「負

債の部」の約80％を占めています。また、退職給与引

当金57億7,100万円は、平成12年度末に全職員が退職し

たと想定した場合の退職金所要額を算出したものです。

【正味資産の部】

「資産」から「負債」を差し引いた今後、返済を要

しないお金である「正味資産」は平成12年度末で362億

8,400万円であり、平成11年度に比べ7,200万円増加して

います。

【財政状況の分析等】

「正味資産」は主にこれまでの世代により負担され

た社会資本の額を表しますので、「有形固定資産」に対

する「正味資産」の割合をみることによって、資産形

成に対して、これまでの世代が税等により負担した割

合がわかり、平成12年度末で約61％となっています。

また、大阪市を除く府内市町村の合計では、約70％と

なっています。この割合は、将来の世代に負担を残さ

ないという観点からは、高い方が望ましいと考えられ

ます。

バランスシートをお知らせします
泉南市では、厳しい財政状況を背景に、よりわかりやすい形で財政状況を把握し、効率的な財政運

営を行うための取り組みとして、このたび、平成12年３月に自治省（現総務省）から示された基準に

基づき、バランスシートを作成しました。これにより、単年度の「歳入歳出決算書」などでは把握で

きない部分について明らかにすることができました。 ▼問合せ＝行財政改革推進室（内線303）

今月の主な内容

消防本部
水道部
清掃課
保健センター
市民体育館
文化ホール
図書館
青少年センター
鳴滝解放会館
樽井公民館
新家公民館
信達公民館
西信達公民館
総合福祉センター
（あいぴあ泉南）
埋蔵文化財センター
（古代史博物館）

85－0119
82－6551
83－5875
82－7615
82－1000
82－7767
82－7766
84－3500
83－6447
83－4361
83－9314
83－9264
83－9270

85－0707

83－6789

記事中の問い合わせ

内線番号が書かれたものは、

市役所（83－0001）へ

その他については、下記へ
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□ふるさと歴史紀行 …24

泉南市の人口（３月末現在）
人口‥‥‥‥65,169人
男‥‥‥31,835人
女‥‥‥33,334人

世帯数‥‥22,891世帯

▼問合せ＝行財政改革推進室（(83)０００１・内線３０３）

また、負債の内流動負債計上分を含

む地方債残高の有形固定資産に対する

割合は、有形固定資産に対して、将来

の世代により負担すべき割合を示し、

平成12年度末で約40％となっています。

これは、府内市町村の合計では、約

31％となっており、市町村合計に比べ

て将来の世代による負担割合が高くな

っています。これは、都市基盤整備を

積極的に行ってきたこと等による地方

債の増加が一因であると考えられます。

今回、自治省（現総務省）の作成基

準に準拠して、バランスシートの作成

を行いました。現手法によるバランス

シートは、まだまだ検討すべき点を残

していると思われますが、他の自治体

を共通の基準で比較できる点について

は有効であると考えられます。今後も

泉南市では、行財政を健全に運営して

いく指標としてバランスシートを活用

していきたいと考えています。

泉南市のバランスシート泉南市のバランスシート（（ＨＨ13.3.3113.3.31現在現在））
Balance sheet of Sennan City

【資産の部】

�有形固定資産 595億9,900万円

�土木施設　　　277億6,000万円

�教育施設　　　180億9,500万円

�民生施設　　　 66億円

�その他　　　 71億4,400万円

�投資等 32億5,000万円

�投資及び出資金など

３億4,200万円

�各種基金　　 29億 800万円

�流動資産 30億4,900万円

�一部の基金、年度末余剰金

11億2,200万円

�未収金　　　 19億2,700万円

資産合計　　　　　658億9,800万円

土地・建物など

他団体への出資金・各種基金等

年度末余剰金・基金の一部

・市税等未収金

借方（資金の使い道）

【負債の部】

�固定負債

�地方債　　　　221億 400万円

�退職給与引当金 57億7,100万円

�債務負担行為　　 3500万円

固定負債合計　279億1,000万円

�流動負債

翌年度償還予定額 17億 400万円

流動負債合計　 17億 400万円

負債合計　　　　　296億1,400万円

【正味資産の部】

�国・府支出金 115億4,300万円

�一般財源 247億4,100万円

正味資産合計　　　362億8,400万円

負債正味資産合計　658億9,800万円

市の借入金

地方債の翌年度償還分

資産形成に使われた国・府支出金

市税・地方交付税等

年度末に全職員が退職した
場合の退職金所要額

貸方（資金の調達方法）
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＝
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＝
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▼
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大
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の
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に
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他
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に
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を
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て
く
だ
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集
ま
っ
た

ご
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は
、
当
日
市
が
収
集
し
ま
す

▼
問
合
せ
＝
環
境
整
備
課
（
内
線

358
）
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泉
南
お
や
こ
劇
場

第
七
十
五
回
例
会

ラ
イ
ト
兄
弟
に
挑
戦

空
気
遊
び
を
楽
し
も
う

堀
河
の
森
保
全
活
動

に
参
加
し
ま
せ
ん
か

市
内
一
斉
美
化
運
動

に
参
加
し
ま
せ
ん
か

た・・・楽しく心うきうきと
ち・・・力を合わせて１年間
つ・・・つどう仲間と
て・・・手と手を取り合って
と・・・共に取り組む
たちつてと
樽井公民館では『たちつてと広場』をオ

ープンします。異年齢や他校生との交流な
ど普段ではできない、いろんなことにチャレ
ンジしていきます。今回は、「世代間交流、め
ざせ！リサイクラー、友だちをふやそう」をテ
ーマにしています。
▼と　き＝６月15日(土)から12月までの毎月１回（基本的に
第３土曜日午前中。但し、内容によって変更する場合あり）
▼ところ＝樽井公民館、和歌山県龍神村ほか
▼内　容＝▽オリエンテーション▽キャンプに向けて▽キ

ャンプ（夏・冬）▽ニュースポーツ▽クリスマス会▽リサ
イクル施設見学など▼対　象＝小学４年～中学３年生

▼定　員＝３０人（先着順）▼費　用＝9,000円
（夏と冬のキャンプ場使用料・食材料費等）▼
申込み＝５月18日(土)午前10時から申込み受
付を開始します。参加費を添えて、直接樽井
公民館に申し込んでください（定員になり
次第締め切ります）▼問合せ＝樽井公民館
（(83)４３６１）
※たちつてと広場のスタッフを募集します
樽井公民館では、「たちつてと広場」をサポー

トしていただけるボランティアスタッフを募集しま
す。子どもたちと本気でぶつかってみませんか。
▼対　象＝高校以上の方
▼活動日＝基本的に月１回程度活動します
▼申込み・問合せ＝樽井公民館（(83)４３６１）

たちつてと広場の広場生を募集しますたちつてと広場の広場生を募集します
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参
加
費
＝
三

〇
〇
〇
円
（
傷
害
保
険
含
む
）

▼
そ
の
他
＝
初
心
者
の
方
に
も

親
切
に
指
導
し
ま
す
▼
申
込

み
・
問
合
せ
＝
五
月
一
日(

水)

〜
五
月
十
日(

金)

の
午
後
六
時

以
降
に
、
お
電
話
で
泉
南
市
ソ

フ
ト
テ
ニ
ス
協
会
事
務
局
（
(84)

０
８
９
８
）

青
少
年
セ
ン
タ
ー
で
は
、
学

習
相
談
会
（
英
語
・
数
学
を
学

習
し
よ
う
）
に
参
加
す
る
中
学

生
を
募
集
し
ま
す
。

▼
募
集
科
目
＝
英
語
・
数
学
▼

と
き
＝
毎
週
水
・
金
曜
日
の
午

後
六
時
〜
七
時
半
（
変
更
す
る

場
合
あ
り
）
▼
対
象
＝
市
内
の

中
学
生
▼
募
集
人
員
＝
各
科
目

二
十
人
（
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

▼
費
用
＝
一
教
科
に
つ
き
一
〇

〇
〇
円
▼
申
込
み
＝
五
月
十
四

日(

火)

（
必
着
）
ま
で
に
、
往

復
ハ
ガ
キ
に
参
加
者
、
保
護
者

の
氏
名
、
住
所
、
電
話
番
号
、

学
校
名
、
学
年
・
組
を
明
記
の

上
、
〒
五
九
〇
・
〇
五
二
一
泉

南
市
樽
井
八
の
一
三
の
一
八
・

青
少
年
セ
ン
タ
ー
ま
で
▼
問
合

せ
＝
青
少
年
セ
ン
タ
ー
（
(84)
３

５
０
０
）

泉
南
市
消
費
生
活
研
究
会
で

は
、
残
り
布
や
着
な
く
な
っ
た

ブ
ラ
ウ
ス
、
カ
ッ
タ
ー
シ
ャ
ツ

等
を
再
利
用
し
、
流
行
の
カ
フ

ェ
エ
プ
ロ
ン
に
作
り
直
す
リ
フ

ォ
ー
ム
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

▼
と
き
＝
五
月
十
六
日(

木)

午

後
一
時
半
〜
三
時
半
▼
と
こ

ろ
＝
信
達
公
民
館
・
講
座
室
３

▼
定
員
＝
十
人
（
先
着
順
）
▼

携
行
品
＝
包
装
紙
、
針
、
糸
、

布
（
▽
九
〇
�
幅
の
布
を
五
〇

�
程
度
▽
着
な
く
な
っ
た
服
等
）

▼
申
込
み
＝
五
月
七
日(

火)

か

ら
、
お
電
話
で
地
域
振
興
課

（
(83)
０
０
０
１
・
内
線
583
）
へ
▼

問
合
せ
＝
地
域
振
興
課
（
内
線

583
）教

育
委
員
会
で
は
、
市
立
青

少
年
の
森
の
ア
ル
バ
イ
ト
員
を

募
集
し
ま
す
。

▼
雇
用
期
間
＝
六
月
下
旬
か
ら

九
月
初
旬
頃
ま
で
▼
勤
務
時

間
＝
原
則
と
し
て
午
前
九
時
〜

午
後
五
時
（
宿
泊
の
場
合
あ
り
）

▼
賃
金
＝
八
一
〇
円
（
時
間
給
）

▼
職
務
内
容
＝
青
少
年
の
森
の

管
理
運
営
、
野
外
活
動
等
の
指

導
▼
資
格
＝
十
八
歳
〜
三
十
歳

ま
で
の
野
外
作
業
・
活
動
の
で

き
る
健
康
な
方
▼
募
集
人
員
＝

五
人
▼
申
込
み
＝
五
月
十
五
日

(

水)

以
降
（
土
日
祝
日
除
く
）

の
午
前
九
時
〜
午
後
五
時
ま
で

に
、
履
歴
書
を
持
参
の
上
、
生

涯
学
習
課
へ
▼
問
合
せ
＝
生
涯

学
習
課
（
内
線
253
）

▼
受
験
資
格
＝
一
、
昭
和
五
十

年
四
月
二
日
〜
昭
和
五
十
六
年

四
月
一
日
生
ま
れ
の
方
二
、
昭

和
五
十
六
年
四
月
二
日
以
降
生

ま
れ
で
次
のa

b

に
掲
げ
る
人a

大
学
を
卒
業
し
た
方
及
び
平
成

十
五
年
三
月
ま
で
に
大
学
を
卒

業
す
る
見
込
み
の
方b

人
事
院

がa

に
掲
げ
る
方
と
同
等
の
資

格
が
あ
る
と
認
め
る
方
▼
申
込

み
期
間
＝
▽
郵
送
の
場
合
は
五

月
九
日(

木)

（
消
印
有
効
）
ま

で
▽
持
参
の
場
合
は
五
月
九
日

(

木)

ま
で
▼
申
込
み
用
紙
の
請

求
先
＝
大
阪
国
税
局
、
泉
佐
野

税
務
署
、
人
事
院
近
畿
事
務
局

▼
申
込
み
先
＝
大
阪
国
税
局
人

事
第
二
課
試
験
係
▼
試
験
日
＝

カ
フ
ェ
エ
プ
ロ
ン
を

作
り
ま
せ
ん
か

市
立
青
少
年
の
森

ア
ル
バ
イ
ト
員
を
募
集

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
教
室

に
参
加
し
ま
せ
ん
か

中
学
生
学
習
相
談
会

生
徒
を
募
集
し
ま
す

4

図
書
館
・
土
曜
お
は
な

し
ひ
ろ
ば
の
お
知
ら
せ

国
税
専
門
官
を

募
集
し
ま
す

市役所　
図書館　　
市民体育館　　
樽井公民館　　
文化ホール　　
あいぴあ泉南
古代史博物館

83-0001
82-7766
82-1000
83-4361
82-7767
85-0707
83-6789



▼
と
き
＝
五
月
二
十
九
日(

水)

〜
十
月
十
六
日(

水)

の
毎
週
水

曜
日
、
午
後
七
時
〜
九
時
（
全

二
十
回
）
▼
と
こ
ろ
＝
あ
い
ぴ

あ
泉
南
▼
課
程
＝
初
級
（
入
門
）

コ
ー
ス
▼
対
象
＝
泉
南
市
内
在

住
・
在
勤
で
初
め
て
手
話
を
学

習
す
る
人
（
初
心
者
）
▼
定

員
＝
三
十
人
（
多
数
の
場
合
は

抽
選
）
▼
参
加
費
＝
無
料
（
テ

キ
ス
ト
代
は
八
五
〇
円
）
▼
申

込
み
＝
五
月
十
五
日(

水)

（
必

着
）
ま
で
に
、
往
復
ハ
ガ
キ
に

「
初
級
手
話
講
習
会
受
講
希

望
」、
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、
住

所
、
電
話
番
号
、
年
齢
を
明
記

の
上
、
〒
五
九
〇
・
〇
五
九
二

（
住
所
不
要
）
泉
南
市
役
所
高

齢
障
害
福
祉
課
ま
で
▼
問
合

せ
＝
高
齢
障
害
福
祉
課
（
内
線

309
）子

育
て
真
っ
最
中
の
方
々
と

一
緒
に
「
子
育
て
講
座
」
を
企

画
し
ま
し
た
。
今
だ
か
ら
こ
そ

で
き
る
こ
と
を
と
も
に
学
習
し

ま
せ
ん
か
。

▼
と
き
・
内
容
＝
一
、
五
月
三

十
日(

木)

▽
子
ど
も
は
こ
う
や

っ
て
大
き
く
な
る
二
、
六
月
七

日(

金)

▽

子
ど
も
の

発
達
と
体

の
し
く
み

三
、
六
月

十

四

日

(

金)

▽
親
子
で
作
っ
て
遊
ぼ
う

四
、
六
月
二
十
一
日(

金)

▽
母

親
い
が
い
の
「
私
」
を
み
つ
け

よ
う
五
、
六
月
二
十
八
日(

金)

▽
ま
と
め
〜
講
座
を
ふ
り
か
え

っ
て
、
フ
リ
ー
ト
ー
ク
（
一
、

〜
五
、
の
時
間
は
い
ず
れ
も
午

前
十
時
〜
正
午
）
▼
と
こ
ろ
＝

信
達
公
民
館
▼
対
象
＝
お
お
む

ね
一
歳
か
ら
未
就
園
児
と
そ
の

保
護
者
▼
定
員
＝
▽
保
護
者
は

十
八
人
▽
一
時
保
育
は
十
三
人

（
一
歳
以
上
で
連
続
受
講
の
方

に
限
る
）
。
な
お
、
定
員
を
超

え
た
場
合
は
抽
選
し
ま
す
▼
参

加
費
＝
子
ど
も
１
人
に
つ
き
四

五
〇
円
（
一
時
保
育
の
保
険
料
）

▼
申
込
み
＝
一
時
保
育
の
必
要

な
方
は
五
月
十
四
日(

火)

（
必

着
）
ま
で
に
、
往
復
ハ
ガ
キ
の

往
信
に
住
所
、
電
話
番
号
、
親

子
の
氏
名
と
ふ
り
が
な
・
生
年

月
日
。
返
信
用
に
ご
自
分
の
宛

名
を
記
入
の
上
、
〒
五
九
〇
・

〇
五
二
一
泉
南
市
樽
井
六
の
一

一
の
一
六
・
樽
井
公
民
館
「
子

育
て
講
座
」
係
ま
で
▼
そ
の

他
＝
小
学
低
学
年
の
子
ど
も
を

育
児
中
の
方
は
、
一
回
単
位
の

参
加
も
で
き
ま
す
の
で
、
お
電

話
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
▼

問
合
せ
＝
樽
井
公
民
館
（
(83)
４

３
６
１
）

せ
ん
な
ん
里
海
公
園
・
う
み

べ
の
森
を
育
て
る
会
で
は
、

「
親
子
で
ハ
ー
ブ
を
植
え
よ
う
」

を
開
催
し
ま
す
。

▼
と
き
＝
六
月
一
日(

土)

午
前

十
時
〜
正
午
（
雨
天
決
行
）
▼

と
こ
ろ
＝
せ
ん
な
ん
里
海
公

園
・
う
み
べ
の
森
▼
参
加
費
＝

一
組
に
つ
き
一
〇
〇
〇
円
（
材

料
費
等
）
▼
定
員
＝
三
十
組

（
多
数
の
場
合
は
抽
選
）
▼
申

込
み
＝
五
月
十
五
日(

水)

（
必

着
）
ま
で
に
、
往
復
ハ
ガ
キ
に

住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
明

記
の
上
、
〒
五
九
九
・
〇
三
〇

一
泉
南
郡
岬
町
淡
輪
地
先
・
大

阪
府
公
園
協
会
事
業
所
気
付

「
う
み
べ
の
森
を
育
て
る
会
」

ま
で
▼
そ
の
他
＝
車
で
お
越
し

の
方
は
駐
車
料
金
（
六
〇
〇
円
）

が
必
要
で
す
▼
問
合
せ
＝
う
み

べ
の
森
を
育
て
る
会
事
務
局

（
�
２
６
２
６
）

泉
南
市
青
少
年
吹
奏
楽
団
で
は
、

音
楽
好
き
で
熱
心
な
方
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

▼
対
象
＝
中
学
校
を
卒
業
し
た
方

▼
練
習
日
＝
週
二
回
で
午
後
六
時

〜
九
時
※
練
習
日
は
お
問
い
合
せ

く
だ
さ
い
▼
練
習
場
所
＝
文
化
ホ

ー
ル
▼
そ
の
他
＝
▽
特
に
フ
ル
ー

ト
、
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
、
テ
ュ
ー
バ
、

打
楽
器
を
演
奏
さ
れ
る
方
を
募
集

し
て
い
ま
す
▽
経
験
の
有
無
は
問

い
ま
せ
ん
▼
問
合
せ
＝
生
涯
学
習

課
（
内
線
252
）

7

子
育
て
講
座
に

参
加
し
ま
せ
ん
か

親
子
で
ハ
ー
ブ
を

植
え
ま
せ
ん
か

青
少
年
吹
奏
楽
団
の

団
員
を
募
集
し
ま
す

市域にある男里（おのさと）遺跡は、泉

南地域最大の弥生集落として有名ですが、

近年発掘調査によりさまざまなことがわか

ってきています。そこで今回は、男里遺跡

を中心とした泉南の弥生時代がどのように

なっていたのかを、近隣の弥生遺跡の例を

交えながら、専門の研究者の方々をお招き

して、解明したいと思います。

▼と　き＝６月９日(日)午後12時半～４時

20分▼ところ＝古代史博物館▼講　師＝

広瀬和雄
ひ ろ せ か ず お

さん（奈良女子大学）、乾哲也
いぬいてつや

さ

ん（和泉市教育委員会）、中村淳磯
なかむらあつき

さん

（(財)大阪府文化財センター）、池峯龍彦
いけみねたつひこ

さ

ん（堺市博

物館）▼定

員＝ 1 5 0人

（先着順）▼

参 加 費 ＝

1,000円（資

料代）▼申

込み＝往復

ハガキ（１人につき１枚）に住所、氏名

（ふりがな）、年齢、職業、電話番号を明記

の上、〒590－0505・泉南市信達大苗代

374－４・古代史博物館まで

▼問合せ＝古代史博物館（(83)６７８９）

古代史博物館フォーラム歴史を語る古代史博物館フォーラム歴史を語る����������

第８話第８話『『泉南の弥生時代を考える泉南の弥生時代を考える』』
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泉
南
市
社
交
ダ
ン
ス
協
会
で

は
、
社
交
ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ
ー

（
定
例
会
）
を
開
催
し
ま
す
。

▼
と
き
＝
五
月
十
九
日(
日)

午

後
六
時
〜
八
時
四
十
五
分
▼
と

こ
ろ
＝
市
民
体
育
館
▼
参
加

費
＝
五
〇
〇
円
▼
そ
の
他
＝
▽

当
日
は
上
履
靴
（
ダ
ン
ス
シ
ュ

ー
ズ
）
、
女
性
の
方
は
ヒ
ー
ル

カ
バ
ー
を
着
用
く
だ
さ
い
▼
問

合
せ
＝
生
涯
学
習
課
（
内
線
247
）

人
形
劇
団
ク
ラ
ル
テ
の
楽
し

い
人
形
劇
で
す
。
み
ん
な
、
見

に
来
て
ね
！

▼
と
き
＝
五
月
二
十
五
日(

土)

午
後
二
時
半
〜
三
時
半
▼
と
こ

ろ
＝
文
化
ホ
ー
ル
・
展
示
ホ
ー

ル
▼
プ
ロ
グ
ラ
ム
＝
▽
気
の
い

い
お
ん
ど
り
▽
ま
て
ま
て
小
僧

▼
対
象
＝
四
歳
以
上
、
小
学
二

年
生
以
下
の
子
ど
も
▼
定
員
＝

一
四
〇
人
▼
申
込
み
＝
五
月
十

一
日(

土)

午
前
十
時
よ
り
、
図

書
館
一
階
で
申
込
み
受
付
を
開

始
し
ま
す
。
受
付
時
に
参
加
者

の
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を

用
紙
に
ご
記
入
い
た
だ
き
ま
す

▼
問
合
せ
＝
図
書
館

(

財)

ラ
イ
フ
ス
ポ
ー
ツ
振
興

財
団
で
は
、
ラ
イ
フ
・
チ
ャ
レ

ン
ジ
・
ザ
・
ウ
ォ
ー
ク
を
開
催

し
ま
す
。
楽
し
い
ウ
ォ
ー
ク
＆

ゲ
ー
ム
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
よ

う
。

▼
と
き
＝
五
月
二
十
六
日(

日)

（
雨
天
時
は
体
育
館
内
で
ニ
ュ

ー
ス
ポ
ー
ツ
開
催
）
午
前
九
時

に
体
育
館
集
合
（
午
前
十
一
時

半
終
了
予
定
）
▼
コ
ー
ス
＝
▽

七
�
コ
ー
ス
▽
三
�
コ
ー
ス

（
各
泉
南
市
内
）
▼
対
象
＝
泉

南
市
民
▼
定
員
＝
四
〇
〇
人

（
先
着
順
）
▼
参
加
費
＝
無
料

▼
そ
の
他
＝
▽
参
加
者
全
員
に

賞
あ
り
▽
帽
子
を
必
ず
ご
持
参

く
だ
さ
い
▽
家
族
、
友
だ
ち
等

の
グ
ル
ー
プ
で
ご
参
加
く
だ
さ

い
▽
小
学
二
年
生
以
下
は
保
護

者
同
伴
の
こ
と
▽
小
学
生
の
み

の
参
加
は
な
る
べ
く
グ
ル
ー
プ

で
参
加
く
だ
さ
い
▼
申
込
み
＝

体
育
館
に
備
付
け
の
申
込
み
用

紙
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

五
月
十
九
日(

日)

ま
で
に
市
民

体
育
館
へ
（
但
し
、
五
月
一
日

(

水)

、
二
日(

木)

、
七
日(

火)

、

八
日(

水)

、
九
日(

木)

、
十
日

(

金)

、
十
三
日(

月)

午
後
、
十
四

日(

火)

は
休
館
で
す
）
▼
問
合

せ
＝
市
民
体
育
館

今
回
は
津
井
つ

い

王
子
（
印
南
い
な
み

）

よ
り
岩
代

い
わ
し
ろ

王
子
ま
で
歩
き
ま

す
。
熊
野
権
現

く
ま
の
ご
ん
げ
ん

の
分
身
と
し
て

出
現
し
た
御
子
神

み

こ

が

み

と
さ
れ
る
王

子
社
が
、
私
た
ち
を
そ
っ
と
迎

え
て
く
れ
ま
す
。

▼
と
き
＝
五
月
二
十
六
日(

日)

午
前
七
時
五
十
分
に
Ｊ
Ｒ
和
泉

砂
川
駅
西
口
に
集
合
（
雨
天
の

場
合
は
六
月
二
日(

日)

に
延
期
）

▼
コ
ー
ス
＝
Ｊ
Ｒ
印
南
駅
〜
津

井
王
子
〜
切
目

き
り
め

王
子
〜
中
山

な
か
や
ま

王

子
〜
岩
代
王
子
〜
Ｊ
Ｒ
岩
代
駅

（
約
十
四
�
）
▼
参
加
費
＝
▽

三
五
一
〇
円
（
交
通
費
）
▽
四

〇
〇
円
（
資
料
・
保
険
代
）
▼

定
員
＝
二
十
人
（
多
数
の
場
合

は
抽
選
）
▼
携
行
品
＝
弁
当
、

水
筒
等
▼
申
込
み
＝
五
月
十
日

(

金)

（
必
着
）
ま
で
に
、
往
復

ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、
電
話

番
号
を
明
記
の
上
、
〒
五
九

〇
・
〇
五
〇
四
泉
南
市
信
達
市

場
一
〇
九
七
の
二
・
片
木
雅
美

か
た
ぎ
ま
さ
み

さ
ん
方
・
泉
南
歴
史
研
究
会
事

務
局
（
(82)
５
６
７
１
）
へ
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
▼
問
合
せ
＝

生
涯
学
習
課
（
内
線
247
）

Ａ
Ｂ
Ｃ
委
員
会
市
民
の
文
化

推
進
チ
ー
ム
で
は
、
「
何
で
も

あ
り
の
新
聞
づ
く
り
」
講
座
を

開
催
し
ま
す
。
み
ん
な
で
楽
し

く
新
聞
づ
く
り
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
ま
せ
ん
か
。

▼
と
き
・
テ
ー
マ
＝
▽
一
、
五

月
二
十
八
日(

火)

（
最
近
の
ニ

ュ
ー
ス
を
と
り
あ
げ
る
）
▽
二
、

六
月
十
一
日(

火)

（
三
つ
〜
五

つ
に
し
ぼ
っ
て
、
文
章
に
ま
と

め
る
）
▽
三
、
六
月
二
十
五
日

(

火)

（
レ
イ
ア
ウ
ト
を
考
え
る
）

▽
四
、
七
月
九
日(

火)

（
記
事

の
見
出
し
を
考
え
、
文
章
の
校

正
を
考
え
る
）
▽
五
、
七
月
二

十
三
日(

火)

（
最
終
チ
ェ
ッ
ク
、

全
体
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
る
）

▽
六
、
七
月
で
未
定
（
印
刷
・

完
成
）
▼
開
催
時
間
＝
時
間
は

い
ず
れ
も
午
後
一
時
四
十
分
〜

三
時
四
十
分
▼
と
こ
ろ
＝
市
立

男
里
老
人
集
会
場
（
男
里
三
の

三
の
一
六
）
▼
講
師
＝

中
村
初
美

な
か
む
ら
は
つ
み

さ
ん
（
フ
リ
ー
ラ
ン

ス
・
ラ
イ
タ
ー
）
▼
参
加
費
＝

無
料
▼
定
員
＝
十
五
人
（
申
込

み
多
数
の
場
合
は
抽
選
）
▼
申

込
み
＝
五
月
二
十
日(

月)

ま
で

に
、
往
復
ハ
ガ
キ
の
往
信
に
氏

名
（
ふ
り
が
な
）
、
年
齢
、
住

所
、
電
話
番
号
。
返
信
ハ
ガ
キ

に
ご
自
分
の
宛
名
を
明
記
の

上
、
〒
五
九
〇
・
〇
五
九
二

（
住
所
不
要
）
泉
南
市
教
育
委

員
会
生
涯
学
習
課
「
新
聞
づ
く

り
」
係
ま
で
▼
問
合
せ
＝
生
涯

学
習
課
（
内
線
247
）

五
月
は
消
費
者
月
間
で
す
。

泉
南
市
で
は
、
安
全
・
安
心
に

暮
ら
せ
る
社
会
を
め
ざ
し
て
、

次
の
と
お
り
消
費
者
講
座
を
開

催
し
ま
す
。
消
費
者
に
と
っ
て

安
全
な
社
会
を
見
直
し
、
健
全

な
消
費
社
会
を
実
現
し
よ
う
。

▼
と
き
＝
五
月
二
十
八
日(

火)

午
後
一
時
半
〜
三
時
半
▼
と
こ

ろ
＝
あ
い
ぴ
あ
泉
南
三
階
研
修

室
１
▼
テ
ー
マ
＝
賢か

し
こ

い
消
費
者

に
な
る
た
め
に
は
‥
▼
講
師
＝

生
口
隆
久

い
け
ぐ
ち
た
か
ひ
さ

弁
護
士
▼
定
員
＝
四

十
人
▼
そ
の
他
＝
手
話
通
訳
あ

り
（
要
予
約
）
▼
申
込
み
・
問

合
せ
＝
お
電
話
で
地
域
振
興
課

（
(83)
０
０
０
１
・
内
線
583
）

図
書
館

こ
ど
も
ま
つ
り

ウ
ォ
ー
ク
＆
ゲ
ー
ム

を
楽
し
み
ま
せ
ん
か

熊
野
古
道
を

歩
い
て
み
ま
せ
ん
か

新
聞
づ
く
り
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
ま
せ
ん
か

五
月
は
消
費
者
月
間

消
費
者
講
座
を
開
催

初
級
手
話
講
習
会

受
講
生
を
募
集
し
ま
す

社
交
ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ

ー
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か



以
降
に
、
泉
南
サ
ッ
カ
ー
教
室

事
務
局
（
(71)
７
１
７
９
）

視
覚
障
害
者
・
全
身
性
の
障

害
、
知
的
障
害
を
お
持
ち
の
方

が
安
全
か
つ
安
心
し
て
外
出
で

き
る
よ
う
、
付
添
い
介
助
等
を

行
う
ガ
イ
ド
ヘ
ル
パ
ー
を
募
集

し
ま
す
。

▼
対
象
＝
泉
南
市
内
在
住
で
大

阪
府
等
の
ガ
イ
ド
ヘ
ル
パ
ー
養

成
研
修
を
修
了
さ
れ
た
方
で
、

心
身
共
に
健
全
で
障
害
者
福
祉

に
理
解
と
熱
意
の
あ
る
方
▼
申

込
み
＝
ガ
イ
ド
ヘ
ル
パ
ー
養
成

研
修
修
了
書
の
写
し
と
印
鑑
を

持
参
の
上
、
市
役
所
高
齢
障
害

福
祉
課
で
登
録
し
て
く
だ
さ
い

▼
問
合
せ
＝
高
齢
障
害
福
祉
課

（
内
線
309
）

み
ん
な
で
コ
ー
ラ
ス
を
楽
し

み
ま
せ
ん
か
。

▼
練
習
日
＝
毎
週
水
曜
日
（
月

四
回
）
の
午
後
七
時
半
〜
九
時

半
▼
練
習
場
所
＝
樽
井
公
民
館

三
階
多
目
的
ホ
ー
ル
▼
会
費
＝

二
五
〇
〇
円
（
月
額
）
▼
そ
の

他
＝
若
い
方
大
歓
迎
▼
問
合

せ
＝
生
涯
学
習
課
（
内
線
247
）

公
民
館
で
は
、
泉
州
七
市
四

町
で
特
技
登
録
（
広
域
人
材
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
）
さ
れ
て
い
る

方
々
を
講
師
と
し
て
サ
ー
ク
ル

や
地
域
活
動
へ
紹
介
し
て
い
ま

す
。

▼
登
録
分
野
＝
美
術
、
工
芸
、

音
楽
、
演
芸
、
舞
踊
、
文
芸
、

生
活
、
趣
味
娯
楽
、
語
学
教
養
、

技
能
資
格
、
ス
ポ
ー
ツ
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
、
社
会
、
福
祉
な

ど
▼
登
録
者
数
＝
四
二
八
人

（
平
成
十
四
年
三
月
現
在
）
▼

費
用
＝
派
遣
講
師
は
原
則
と
し

て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
が
、
交

通
費
・
謝
金
が
必
要
な
場
合
が

あ
り
ま
す
。
な
お
、
金
額
等
に

つ
い
て
は
公
民
館
が
定
め
た
範

囲
内
で
、
派
遣
講
師
と
依
頼
者

間
で
協
議
し
て
く
だ
さ
い
▼
申

込
み
＝
▽
お
電
話
で
樽
井
公
民

館
（
(83)
４
３
６
１
）
ま
で
▽
必

要
と
さ
れ
る
講
師
・
分
野
を
樽

井
公
民
館
へ
ご
連
絡
い
た
だ

き
、
公
民
館
が
各
講
師
に
確
認

を
と
り
、
そ
の
後
依
頼
者
と
講

師
が
合
意
い
た
だ
く
と
活
用
で

き
ま
す
▼
問
合
せ
＝
樽
井
公
民

9

混
声
合
唱
団
の

団
員
を
募
集
し
ま
す

障
害
者
ガ
イ
ド
ヘ
ル

パ
ー
を
募
集
し
ま
す

泉
州
十
八
番
Ｎ
Ｅ
Ｔ

を
ご
活
用
く
だ
さ
い

泉南市・泉南市教育委員会では、パソコン・インターネ

ット初心者の方（高齢者及び障害者を優先します）を対象

にした、ＩＴ講習を引き続き開催します。

▼講習番号・とき・ところ＝次表のとおり▽

Ａ－３、Ｂ－３、Ｃ－３、Ｄ－３、Ｈ－１は高

齢者（65歳以上）優先の講習です▽Ａ－４、

Ｂ－４、Ｃ－４、Ｄ－４は障害者優先の講習

です▼対象＝府内在住の満20歳以上のパソコ

ン初心者（高齢者及び障害者を優先します）▼

講習内容＝▽パソコンの基本操作・文書作成、イ

ンターネット及びＥメールに関する基礎技能▽１講

習は全12時間▼参加費＝無料▼定員＝各講習20人▼申込

み＝５月31日(金)（必着）までに、往復ハガキの往信用に

一、希望する講習番号（第２希望まで）二、氏名（ふりが

な）三、生年月日四、住所五、電話・ファクス番号六、パ

ソコン経験の有無七、障害者の方は、障害の部位と

身体障害者手帳の等級。返信用にはご自分の宛

名を明記の上、〒590－0521泉南市樽井６丁目

11－16・樽井公民館「ＩＴ講習」係まで。６

月12日(水)以降に詳細を連絡します※なお、講

習は高齢者及び障害者を優先しますが、定員

に満たない場合は、一般の方も受講できますの

で、お申込みください▼その他＝▽再受講の場合

は、「再受講」と明記してください▽キャンセルによ

る追加募集も行っていますので、随時お問い合わせくださ

い▼問合せ＝樽井公民館（(83)４３６１・fax(83)４３８０）

講習番号 講習の月日 講習の時間 講習施設 

Ｂ－４ 

Ｃ－３ 

Ｃ－４ 

Ｄ－３ 

Ｄ－４ 

Ｈ－１ 

７月13日�、14日� 

７月６日�、７日� 

７月27日�、28日� 

７月27日�、28日� 

７月13日�、14日� 

７月23日�、24日�、25日�、26日� 

樽井公民館 

信達公民館 

新家公民館 

西信達公民館 

あいぴあ泉南 

Ａ－３ 

Ａ－４ 

７月６日�、７日� 

７月13日�、14日� 

午前10時～午後５時（各６時間） 

午前10時～午後５時（各６時間） 

Ｂ－３ ７月６日�、７日� 午前10時～午後５時（各６時間） 

午前10時～午後５時（各６時間） 

午前10時～午後５時（各６時間） 

午前10時～午後５時（各６時間） 

午前10時～午後５時（各６時間） 

午前10時～午後５時（各６時間） 

午後１時～４時（各３時間） 
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青
少
年
の
森
は
、
青
少
年
が

自
然
の
中
で
た
く
ま
し
い
身
体

と
強
い
精
神
を
養
い
、
規
律
あ

る
共
同
生
活
を
通
し
て
、
友

愛
・
強
調
・
連
帯
な
ど
の
必
要

性
を
学
ぶ
キ
ャ
ン
プ
場
で
す
。

▼
開
設
期
間
＝
七
月
五
日(

金)

〜
八
月
三
十
一
日(

土)

（
但
し
、

休
場
日
あ
り
）
▼
利
用
料
金
＝

次
表
の
と
お
り
▼
利
用
申
込

み
＝
六
月
三
日(

月)

よ
り
、
申

込
み
用
紙
に
使
用
料
を
添
え

て
、
使
用
日
の
三
日
前
（
土
日

祝
日
除
く
）
ま
で
に
生
涯
学
習

課
へ
（
要
印
鑑
）
▼
問
合
せ
＝

生
涯
学
習
課
（
内
線
253
）

絵
手
紙
を
見
る
と
あ
た
た
か

い
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。
あ
な

た
も
絵
手
紙
で
自
分
ら
し
さ
を

表
現
し
ま
せ
ん
か
。

▼
と
き
＝
六
月
十
日(

月)

以
降

の
毎
月
第
二
、
四
月
曜
日
、
午

後
一
時
半
〜
三
時
半
（
全
十
二

回
）
▼
と
こ
ろ
＝
あ
い
ぴ
あ
泉

南
▼
対
象
＝
市
内
在
住
の
お
お

む
ね
六
十
歳
以
上
の
方
、
ま
た

は
十
八
歳
以
上
の
障
害
者
手
帳

を
お
持
ち
の
方
▼
参
加
費
＝
無

料
（
但
し
、
ハ
ガ
キ
代
は
自
己

負
担
）
▼
定
員
＝
二
十
人
（
先

着
順
）
▼
携
行
品
＝
小
筆
二
本
、

硯
、
墨
▼
申
込
み
・
問
合
せ
＝

電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で
あ
い

ぴ
あ
泉
南
（
(85)
０
７
０
７
・
fax

(85)
０
９
０
９
）

乳
児
の
成
長
や
子
育
て
に
つ

い
て
の
お
話
を
聞
い
た
り
、
グ

ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
友
だ
ち
づ
く

り
を
し
ま
せ
ん
か
。
お
父
さ
ん

の
参
加
も
大
歓
迎
で
す
。

▼
と
き
＝
六
月
十
二
日(

水)

、

十
九
日(

水)

、
二
十
七
日(

木)

、

七
月
四
日(

木)

、
十
日(

水)

の
各

午
前
九
時
四
十
五
分
〜
十
一
時

四
十
五
分
。
但
し
、
六
月
十
九

日
は
午
後
二
時
〜
四
時
（
全
五

回
）
▼
と
こ
ろ
＝
樽
井
公
民
館

▼
対
象
＝
乳
児
（
平
成
十
三
年

九
月
〜
平
成
十
四
年
四
月
一
日

生
ま
れ
）
と
保
護
者
で
全
回
出

席
で
き
る
方
▼
内
容
＝
一
、
ミ

ニ
講
座
▽
子
ど
も
の
食
生
活
▽

子
ど
も
の
発
達
と
し
つ
け
▽
子

ど
も
に
よ
く
あ
る
病
気
と
そ
の

予
防
▽
子
ど
も
の
言
葉
の
獲
得

と
絵
本
二
、
保
護
者
ど
う
し
の

交
流
三
、
遊
び
の
紹
介
▼
定

員
＝
二
十
五
組
。
一
時
保
育
は

五
人
（
定
員
を
超
え
た
場
合
は

抽
選
し
ま
す
）
▼
申
込
み
＝
五

月
十
八
日(

土)

（
必
着
）
ま
で

に
往
復
ハ
ガ
キ
の
往
信
に
住

所
、
親
子
の
氏
名

ふ
り
が
な

・
生
年
月

日
・
性
別
、
電
話
番
号
。
一
時

保
育
を
希
望
す
る
方
は
子
ど
も

の
名
前
、
生
年
月
日
、
性
別
。

返
信
に
ご
自
分
の
宛
名
を
記
入

の
上
、
〒
五
九
〇
・
〇
五
二
一

泉
南
市
樽
井
六
の
一
一
の
一

六
・
樽
井
公
民
館
「
赤
ち
ゃ
ん

教
室
」
係
へ
▼
問
合
せ
＝
樽
井

公
民
館

▼
と
き
＝
六
月
二
十
二
日(

土)

午
後
一
時
半
開
場
、
二
時
上
映

▼
と
こ
ろ
＝
文
化
ホ
ー
ル
▼
上

映
映
画
＝
山
の
郵
便
配
達
（
一

九
九
九
年
中
国
ア
カ
デ
ミ
ー
賞

受
賞
作
品
）
▼
入
場
料
＝
無
料

▼
申
込
み
＝
事
前
申
込
み
は
不

要
で
す
▼
問
合
せ
＝
文
化
ホ
ー

ル
サ
ッ
カ
ー
日
本
代
表
を
め
ざ

す
、
意
欲
あ
る
小
学
生
を
募
集

し
ま
す
。

▼
対
象
＝
市
内
在
住
の
小
学
一

年
生
〜
五
年
生
▼
練
習
日
＝
▽

毎
週
水
、
土
、
日
曜
日
（
約
二

時
間
）
▽
春
・
夏
・
冬
休
み
は

別
に
練
習
日
あ
り
▼
練
習
場

所
＝
新
家
地
区
と
泉
南
市
役
所

周
辺
の
二
カ
所
（
予
定
）
▼
費

用
＝
実
費
は
各
自
負
担
し
て
く

だ
さ
い
▼
指
導
者
＝
日
本
サ
ッ

カ
ー
協
会
公
認
指
導
員
▼
そ
の

他
＝
サ
ッ
カ
ー
経
験
が
あ
り
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
お
手
伝
い
い

た
だ
け
る
方
も
募
集
し
ま
す
▼

申
込
み
・
問
合
せ
＝
午
後
七
時

青
少
年
の
森
の
利
用

申
込
み
を
受
付
し
ま
す

文
化
ホ
ー
ル

映
画
鑑
賞
会

サ
ッ
カ
ー
教
室
に

参
加
し
ま
せ
ん
か

高
齢
者
・
障
害
者
の

た
め
の
絵
手
紙
教
室

赤
ち
ゃ
ん
教
室

い
な
い
い
な
い
ば
あ
〜

市
内
の
方 

市
外
の
方 

成人 
日帰り 50円 

宿泊 100円／1日 

30円 

50円／1日 

日帰り 

宿泊 

日帰り 100円 

宿泊 200円／1日 

50円 

100円／1日 

日帰り 

宿泊 

青少年 

成人 

青少年 

▼テント１張 
　＝1,000円／日 
▼毛布１枚 
　＝100円／日 
▼マキ１束 
　＝300円 
※みんなの施設 
　です。 
　美しく利用し 
　ましょう。 

ＡＢＣ委員会市民の文化推

進チームと樽井公民館・まち

づくり市民会議では、ホタル

と人間が共生できる環境にや

さしいまちづくりをめざして

活動しています。市民の皆さ

んにホタルのすばらしさを知

ってもらおうと、次のとおり

ホタル観賞会を開催します。

▼と　き＝６月15日(土)午後

７時～９時半（雨天の場合は

16日(日)に順延）

▼ところ＝紀泉ふれあい自然

塾（堀河ダム奥、駐車場あり）

▼内容・第１部＝▽たそがれ

コンサート▽出演はアルパ

（上之山幸代さん）、オカリナ

（岡島正和さん）、泉南市少年

少女合唱団

▼内容・第２部＝▽ゲンジボ

タル観賞会▽解説は田中正視

さん（府立泉南高校教諭・環

境省自然公園指導員）

▼参加費＝無料

▼申込み＝事前申込みは不要

です

▼携行品＝懐中電灯、虫除け

品

▼問合せ＝樽井公民館（(83)

４３６１）

ホタル観賞の夕べ・音と光のページェント



で
す
。

一
、
定
額
の
加
入
者
の
場
合
▼
月
額
＝

一
三
三
〇
〇
円
▼
一
年
間
の
保
険
料
＝

一
五
九
六
〇
〇
円
二
、
付
加
の
加
入
者

▼
月
額
＝
一
三
七
〇
〇
円
▼
一
年
間
の

保
険
料
＝
一
六
四
四
〇
〇
円
▼
問
合

せ
＝
国
保
年
金
課
（
内
線
255
）

六
月
一
日
現
在
で
、
全
国
一
斉
に
平

成
十
四
年
商
業
統
計
調
査
が
実
施
さ
れ

ま
す
。
こ
の
調
査
は
、
統
計
法
に
基
づ

い
て
行
わ
れ
る
国
の
重
要
な
統
計
調
査

で
、
わ
が
国
の
卸
売
・
小
売
事
業
所
を

調
査
し
、
全
国
の
事
業
所
の
分
布
状
況
、

販
売
活
動
を
把
握
し
、
さ
ら
に
業
種
別
、

規
模
別
、
地
域
別

な
ど
に
区
別
し
、

商
業
の
実
態
を
明

ら
か
に
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。

調
査
は
、
大
阪

府
知
事
か
ら
任
命
さ
れ
た
調
査
員
が
、

五
月
下
旬
か
ら
六
月
上
旬
に
か
け
て
、

調
査
票
を
各
事
業
所
に
配
付
・
回
収
す

る
方
法
で
行
わ
れ
ま
す
。

調
査
結
果
は
、
国
や
地
方
公
共
団
体

に
お
い
て
さ
ま
ざ
ま
な
計
画
や
施
策
を

立
案
す
る
際
の
基
礎
資
料
と
し
て
、
あ

る
い
は
民
間
に
お
け
る
事
業
計
画
等
の

策
定
の
基
礎
資
料
と
し
て
広
く
活
用
さ

れ
ま
す
。

▼
問
合
せ
＝
総
務
課
（
内
線
268
）

11

毎月第３木曜日 
午後２時～４時 

毎月第１・４金曜日 
午後１時～４時 
毎月第２水曜日 
午後６時～９時 

▼第１金曜日は信 
達公民館▼その他 
は樽井公民館 
（電話予約必要） 

人権啓発課 
�83-0001 
（内線237） 

5月2日、9日、23日� 
午前9：30～12：00 
※申込みは電話で実施日 
前日の9：00～（先着10人） 

市役所・別館 
一階会議室１ 

市役所・別館 
一階会議室１ 

地域振興課 
�83-0001 
（内線583） 

地域振興課 
�83-0001 
（内線583） 

法律相談 

行政相談 

市民体育館 

子ども 
相談室 
�85-1586

市民体育館 
�82-1000

児童相談 

知的障害者相談 

スポーツ相談 

市役所 
児童福祉課 

総合福祉センター内 
子ども支援センター 

児童福祉課 
�83-0001 
（内線242） 

児童福祉課 
�83-0001 
（内線281） 

高齢障害福祉課 
�83-0001 
（内線288） 

母子相談 

毎月第３金曜日 
午後２時～４時 

毎月第３水曜日 
午後１時～４時 

毎月第１日曜日 
午前９時～11時 

社会福祉 
　　協議会 
�82-1027

心配ごと相談 毎週木曜日 午前９時～正午 

教育相談室 教育相談室 
�83-3755教育相談 

月～金曜日 
午前10時 
～午後４時 

女性相談 

毎月第２木曜日 
午後１時～４時 

毎月第４水曜日 
午後１時～５時 

市役所 
市民相談室 

人権啓発課 
�83-0001 
（内線212） 

人権相談 

市役所・別館 
消費者相談室 

市役所・別館 
地域振興課 

市役所・別館 
一階会議室１ 

地域振興課 
�83-0001 
（内線583） 

消費者相談 

毎週金曜日 
午後１時30分 
　～２時30分 

毎週月・火・ 
水・金曜日 
午後１時～４時 

毎週月・木曜日 
午前９時 
～午後５時15分 
毎月第１・３ 
木曜日 
午前10時～正午 

毎月第２・４ 
金曜日 
午前10時～正午 

毎週火曜日 
午前９時半～正午 
それ以外は予約制 

保健センター 保健センター 
�82-7615健康相談 

月～金曜日 
執務時間中 

市役所・別館 
地域振興課 

地域振興課 
�83-0001 
（内線583） 

市民相談 

月～金曜日 
執務時間中 

総合福祉 
　センター 

地域振興課 
�83-0001 
（内線583） 

地域振興課 
�83-0001 
（内線583） 

地域振興課 
�83-0001 
（内線583） 

市役所 
市民相談室 

課税課 
�83-0001 
（内線352） 

求人案内 

労働相談 

税の相談 

相談名 と　き ところ 問合せ 相談名 と　き ところ 問合せ 

子ども相談 
（家庭児童相談） 

毎週月曜・坂口医師 
毎週水曜・西森医師 
時間はいずれも 
午後１時半～３時 

総合福祉 
　　センター 

総合福祉 
　　センター 

総合福祉 
　　センター 

総合福祉 
　　センター 

総合福祉 
センター 
�85-0707健康相談 

高齢者・障害者のための 

障害者雇用相談 

市の主な行事を 
いつでもお聞き 
いただけます 

テレフォンサービス 
� 
82－4111

※各種相談は無料となっています。また、秘密は厳守され 
　ますのでご安心ください。 

商
業
統
計
調
査
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

シリーズ：あいぴあ泉南�シリーズ：あいぴあ泉南�
あいぴあクラブを紹介しますあいぴあクラブを紹介します

あいぴあ講座を修了

された皆さんのクラブ

活動等をご紹介しま

す。

▼書道クラブ

字をきれいに書きた

いと思ったことはあり

ませんか。小筆、大筆、

楷書、行書など、自分

の書きたい字を練習し

ています。墨の香りと

ともに、背筋を

伸ばして一緒に

学びませんか。

▼と　き＝毎月

第１、３木曜日

の午前１０時～

正午

▼ところ＝あいぴあ泉

南

▼対　象＝おおむね60

歳以上の方、または18

歳以上の障害者手帳を

お持ちの方

▼参加費＝月額2,000円

▼申込み・問合せ＝お

電話であいぴあ泉南

（(85)０７０７・fax(85)

０９０９）

ご
協
力
く
だ
さ
い

調査票

精
神
ま
た
は
身
体
に
障
害
の
あ
る
児

童
の
福
祉
の
増
進
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
、
そ
の
児
童
を
家
庭
に
お
い
て

監
護
し
て
い
る
方
に
手
当
を
支
給
し
て

い
ま
す
。

▼
支
給
の
対
象
＝
二
十
歳
未
満
で
、
精

神
ま
た
は
身
体
に
中
程
度
以
上
の
障
害

の
あ
る
児
童
を
監
護
し
て
い
る
父
母
、

ま
た
は
父
母
に
代
わ
っ
て
そ
の
児
童
を

養
育
し
て
い
る
人
。
但
し
、
次
の
一
、

〜
三
、
の
い
ず
れ
か
に
あ
て
は
ま
る
と

き
は
、
手
当
は
受
給
で
き
ま
せ
ん
。

一
、
手
当
を
受
け
よ
う
と
す
る
人
ま
た

は
児
童
が
日
本
に
住
ん
で
い
な
い
と
き

二
、
児
童
が
児
童
福
祉
施
設
（
母
子
寮
、

保
育
所
、
通
園
施
設
を
除
く
）
に
入
所

し
て
い
る
と
き
三
、
児
童
が
障
害
を
支

給
事
由
と
す
る
公
的
年
金
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
る
と
き
。

▼
手
当
の
額
（
月
額
）
＝
手
当
の
額
は
、

児
童
の
障
害
の
程
度
に
応
じ
て
決
ま
り

ま
す
。
一
級
（
重
度
の
障
害
）
は
一
人

に
つ
き
五
一
五
五
〇
円
▽
二
級
（
中
程

度
の
障
害
）
は
一
人
に
つ
き
三
四
三
三

〇
円
。
但
し
、
請
求
者
ま
た
は
配
偶
者

及
び
同
居
し
て
い
る
請
求
者
の
父
母
兄

弟
姉
妹
な
ど
の
前
年
（
一
月
か
ら
六
月

ま
で
の
請
求
に
つ
い
て
は
前
々
年
）
の

所
得
が
一
定
額
以
上
の
場
合
は
支
給
さ

れ
ま
せ
ん
。

▼
手
続
き
＝
認
定
請
求
書
に
診
断
書
な

ど
の
書
類
を
添
え
て
児
童
福
祉
課
で
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
診
断

書
の
様
式
は
定
ま
っ
て
お
り
、
ま
た
省

略
で
き
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
申

請
し
よ
う
と
思
わ
れ
る
方
は
、
必
ず
事

前
に
児
童
福
祉
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
＝
児
童
福
祉
課
（
内
線
325
）

身
体
障
害
者
手
帳
等
を
お
持
ち
の
方

が
所
有
ま
た
は
使
用
さ
れ
て
い
る
軽
自

動
車
等
で
、
一
定
の
要
件
に
あ
て
は
ま

る
場
合
に
軽
自
動
車
税
を
減
免
す
る
制

度
が
あ
り
ま
す
。

▼
必
要
書
類
＝
身
体
障
害
者
手
帳
ま
た

は
療
育
手
帳
等
、
運
転
免
許
証
、
印
鑑
、

平
成
十
四
年
度
軽
自
動
車
税
納
税
通
知

書
▼
申
請
期
限
＝
五
月
二
十
七
日(

月)

ま

で
（
土
日
祝
日
は
除
く
）
▼
申
請
場

所
＝
課
税
課
窓
口
▼
そ
の
他
＝
普
通
自

動
車
税
と
の
重
複
減
免
は
受
け
ら
れ
ま

せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
▼
問
合

せ
＝
課
税
課
（
内
線
251
・
238
）

泉
南
市
で
は
、
高
齢
者
な
ど
で
収
入

が
少
な
い
方
が
所
有
す
る
居
住
用
資
産

（
土
地
・
家
屋
）
に
係
る
固
定
資
産
税
・

都
市
計
画
税
の
減
免
制
度
を
設
け
て
い

ま
す
。
減
免
の
対
象
と
な
る
の
は
次
の

一
、
〜
五
、
の
要
件
す
べ
て
に
該
当
す

る
方
で
す
。

▼
要
件
＝
一
、
所
有
者
が
▽
六
十
五
歳

以
上
▽
障
害
の
あ
る
方
（
五
、
六
級
を

除
く
）
▽
寡
婦
・
寡
夫
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
方
二
、
所
有
者
及
び
そ
の
家

族
全
員
（
生
計
を
一
に
す
る
者
）
が
住

民
税
均
等
割
非
課
税
限
度
額
以
下
の
所

得
で
あ
る
こ
と
三
、
所
有
し
て
い
る
固

定
資
産
が
自
己
居
住
用
で
あ
る
こ
と

（
他
に
宅
地
等
を
所
有
し
て
い
な
い
こ

と
）
四
、
家
屋
の
床
面
積
が
一
二
〇
�

以
下
で
あ
る
こ
と
五
、
固
定
資
産
税

（
都
市
計
画
税
を
含
む
）
の
年
税
額
が
五

万
円
以
下
で
あ
る
こ
と
。

減
免
額
は
対
象
資
産
に
対
す
る
税
額

の
二
分
の
一
で
す
。
申
請
を
さ
れ
る
方

は
、
五
月
中
に
送
付
さ
れ
ま
す
平
成
十

四
年
度
固
定
資
産
税
納
税
通
知
書
、
印

鑑
、
身
体
障
害
者
等
の
認
定
を
受
け
て

い
る
方
は
、
手
帳
又
は
証
明
書
を
ご
持

参
の
上
、
五
月
三
十
一
日(

金)

ま
で
に
課

税
課
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
▼
問
合
せ
＝

課
税
課
（
内
線
229
・
239
・
316
）

平
成
十
四
年
四
月
か
ら
平
成
十
五
年

三
月
ま
で
の
保
険
料
は
、
次
の
と
お
り

10

nformati
i

on
特
別
児
童
扶
養
手
当
を

ご
存
じ
で
す
か

軽
自
動
車
の
減
免
制
度
を

お
知
ら
せ
し
ま
す

国
民
年
金
保
険
料
を

お
知
ら
せ
し
ま
す

固
定
資
産
税
の
減
免
制
度

を
お
知
ら
せ
し
ま
す

市役所　�83-0001 
清掃課　�83-5875 
あいぴあ泉南 
　　　　�85-0707 
消防本部　　　　 
　　　　�85-0119 
樽井公民館 
　　　　�83-4361



意
＝
第
一
期
の
納
期
限
を
過
ぎ
ま
す
と
報

奨
金
は
交
付
さ
れ
ま
せ
ん
▼
問
合
せ
＝
納

税
課
（
内
線
235
・
233
）

国
民
健
康
保
険
の
資
格
は
、
一
、
泉
南

市
へ
の
転
入
あ
る
い
は
出
生
な
ど
に
よ
る

住
民
登
録
二
、
社
会
保
険
等
の
資
格
の
喪

失
三
、
生
活
保
護
の
廃
止
な
ど
に
よ
り
取

得
し
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
逆
は
国
民
健
康

保
険
の
資
格
を
喪
失
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。こ

れ
ら
の
内
、
特
に
二
、
に
つ
い
て
は

市
で
も
把
握
で
き
ず
、
皆
さ
ん
の
届
出
が

あ
っ
て
初
め
て
判
明
す
る
も
の
で
す
。
退

職
な
ど
に
よ
り
被
用
者
保
険（
社
会
保
険
、

組
合
健
保
等
）
の
資
格
を
喪
失
し
た
場
合

は
、
被
用
者
保
険
の
継
続
手
続
き
（
任
意

継
続
）
を
行
う
か
、
十
四
日
以
内
に
国
民

健
康
保
険
へ
加
入
届
出
す
る
こ
と
が
義
務

づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。「
医
療
機
関
で
受

診
す
る
と
き
に
な
っ
た
ら
加
入
し
よ
う
」

と
し
て
も
保
険
税
は
さ
か
の
ぼ
っ
て
支
払

う
こ
と
に
な
り
、
か
え
っ
て
負
担
が
大
き

く
な
る
の
で
す
。

ま
た
、
そ
の
他
の
市
内
転
居
、
世
帯
主

変
更
、
婚
姻
な
ど
に
よ
る
氏
名
の
変
更
等

も
す
べ
て
届
出
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま

す
。
適
正
な
届
出
を
行
い
、
二
重
加
入
や

無
保
険
状
態
が
無
い
よ
う
に
ご
協
力
く
だ

さ
い
。

▼
問
合
せ
＝
国
保
年
金
課（
内
線
291
・
380
）

野
外
焼
却
、
い
わ

ゆ
る
「
野
焼
き
」
は

ば
い
煙
の
発
生
だ
け

で
な
く
、
悪
臭
や
有

害
物
質
「
ダ
イ
オ
キ

シ
ン
類
」
等
発
生
の

原
因
と
も
な
り
、
周
辺
の
生
活
環
境
に
多

大
な
悪
影
響
を
与
え
ま
す
の
で
、
絶
対
に

行
わ
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

特
に
建
設
廃
材
等
は
産
業
廃
棄
物
と
し

て
、
適
正
な
処
理
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
合
せ
＝
環
境
整
備
課
（
内
線
358
）
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国
民
健
康
保
険
資
格
の

取
得
と
喪
失
に
つ
い
て

め
い
わ
く
な
野
焼
き
は

や
め
ま
し
ょ
う

※幼児の入場は、水着を着用された保護者の方の同伴が必要です。  
　保護者同伴の場合でも、保護者１人につき幼児２人に制限します。  
※気象警報が発令された時は、臨時休館になる場合があります。

□‥‥開館日 
●‥‥休館日 
※受付時間 
（午前９：15～午後７：00） 
※利用料金 
▽大　人＝500円 
▽高校生＝300円 
▽小・中学生＝200円 
▽高齢者＝250円

※体育館をご利用いただく場合は 
　必ず、上ぐつをご持参ください

※開館時間＝午前9時～午後10時 
　（行事によって早く閉館する場合があります）
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長引く不況でサラ金や
クレジット等から多額の
債務（借金等）を抱え、
返済困難に陥っている多
重債務者が増えています。
これらの多重債務者の

大半は、債権者の督促、
取り立てを恐れて、借金
返済のために借金を重ね
るという自転車操業を繰
り返しています。また、
それらを苦にして、自殺
をしてしまう人や家出、
夜逃げをする多重債務者
も少なくはありません。
▼解決できない多重債務
問題はない＝どんなに多
額の債務を抱えても、必
ず解決する方法がありま
す。多重債務の債権整理
方法としては、任意整理
や調停、個人再生手続き、
自己破産などの方法があ
ります。多重債務者の収
入と比較して、債務がそ
れほど多額でない場合は、
任意整理や調停により債
務整理が行われます。任
意整理や調停では、サラ
金、クレジット業者との
間の取引経過を調査し、
利息制限法に基づいて残

債務を計算した上で、多
重債務者の収入の範囲内
で一括弁済または分割弁
済の和解交渉を行います。
個人再生手続きは、

2001年４月１日より導入
された新しい債務整理手
続きであり、原則として
債務の一定額を３年間で
返済する計画を立て、こ
の返済計画が裁判所に認
可された上で、多重債務
者が計画通り返済を完了
すれば、残債務の免除が
受けられる手続きです。
任意整理や調停、個人

再生手続きによる債務整
理も困難なほど多額の債
務を抱えたり、安定した
収入のない多重債務者は、
自己破産をして免責決定
を受ければ、多重債務の
重荷から解放され、再出
発することができます。
▼問合せ＝地域振興課
（内線583）

消費者相談くらしのミニ知識
多重債務に陥ってしまったら

平
成
七
年
に
神
経
毒
を
有
す
る
「
セ
ア

カ
ゴ
ケ
グ
モ
」
が
発
見
さ
れ
、
そ
の
後
の

生
息
実
態
調
査
に
お
い
て
、
泉
州
地
域
臨

海
部
等
で
の
定
着
が
認
め
ら
れ
て
お
り
、

昨
年
の
十
月
に
こ
の
ク
モ
に
よ
る
咬
傷
事

故
が
発
生
し
ま
し
た
。
セ
ア
カ
ゴ
ケ
グ
モ

は
も
と
も
と
攻
撃
性
が
少
な
く
、
発
見
し

た
場
合
、素
手
で
さ
わ
ら
な
い
よ
う
に
し
、

殺
虫
剤
を
噴
霧
ふ
ん
む

す
る
か
踏
み
つ
ぶ
し
て
く

だ
さ
い
。

▼
ク
モ
の
特
徴
＝
体
長
は
約
一
�
で
、
全

体
に
黒
く
、
背
中
に
赤
色
の
帯
状
の
模
様

が
あ
り
ま
す
▼
生
息
場
所
＝
日
当
た
り
の

良
い
、
暖
か
い
場
所
で
、
す
き
間
の
あ
る

場
所
（
▽
屋
外
の
ブ
ロ
ッ
ク
や
プ
ラ
ン
タ

ー
な
ど
の
裏
▽
排
水
溝
の
側
面
や
溝
蓋
の

裏
面
▽
庭
石
や
墓
石
の
間
や
く
ぼ
み
）
▼

咬
ま
れ
た
時
の
症
状
＝
チ
ク
リ
と
し
た
痛

み
を
感
じ
、
や
が
て
腫
れ
て
赤
く
な
り
ま

す
。
そ
の
後
、
全
身
に
痛
み
が
広
が
る
が
、

通
常
数
日
か
ら
数
ヶ
月
で
回
復
す
る
例
が

ほ
と
ん
ど
で
す
▼
咬
ま
れ
た
時
の
処
置
＝

水
や
せ
っ
け
ん
水
で
咬
ま
れ
た
部
分
を
よ

く
洗
い
、
医
療
機
関
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

▼
問
合
せ
＝
▽

市
役
所
環
境
整

備
課
（
内
線
358
）

▽
泉
佐
野
府
民

健
康
プ
ラ
ザ

（
(62)
７
７
０
１
）

▽
尾
崎
府
民
健
康
プ
ラ
ザ（
(71)
６
０
０
１
）

移
動
図
書
館
「
か
し
の
き
号
」
は
、
お

と
な
の
本
・
こ
ど
も
の
本
、
あ
わ
せ
て
約

二
六
〇
〇
冊
を
積
ん
で
、
市
内
十
二
カ
所

の
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
月
に
二
回
ず
つ
巡
回

し
て
い
ま
す
。

本
を
借
り
ら
れ
る
方
は
、
図
書
館
の
貸

出
券
が
必
要
で
す
。
ま
だ
、
お
持
ち
で
な

い
方
は
、
住
所
の
確
認
で
き
る
も
の
（
免

許
証
、
保
険
証
、
泉
南
市
民
証
な
ど
）
を

お
持
ち
く
だ
さ
い
。
お
一
人
五
冊
ま
で
借

り
て
い
た
だ
け
ま
す
。
巡
回
場
所
、
日
時

は
下
記
の
日
程
表
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
大
雨
・
暴
風
警
報
発
令
時
等
、

気
象
状
況
な
ど
に
よ
り
、
巡
回
を
中
止
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▼
問
合
せ
＝
図
書
館
（
(82)
７
７
６
６
）

警
察
で
は
、
各
種
相
談
窓
口
を
設
け
、

市
民
の
皆
さ
ん
の
安
全
と
安
心
の
確
保
の

た
め
に
努
め
て
い
ま
す
。

警
察
だ
け
で
は
対
応
で
き
な
い
こ
と
に

つ
い
て
は
、
警
察
の
専
門
相
談
機
関
等
を

ご
紹
介
し
て
い
ま
す
。

▼
警
察
相
談
窓
口
・
電
話
番
号
＝
一
、
ウ

ー
マ
ン
ラ
イ
ン
（
性
犯
罪
）
＝
（
06
・
６

７
６
７
・
０
１
１
０
）
二
、
暴
力
団
犯
罪

一
一
〇
番
＝
（
06
・
６
９
４
１
・
１
１
６

６
）
三
、
悪
質
商
法
一
一
〇
番
＝
（
06
・

６
９
４
１
・
４
５
９
２
）
四
、
少
年
相

談
＝
（
06
・
６
７
７
２
・
７
８
６
７
）
五
、

女
性
相
談
＝
（
06
・
６
３
６
３
・
８
１
８

１
）
六
、
ス
ト
ー
カ
ー
一
一
〇
番
＝

（
06
・
６
７
６
７
・
２
１
１
０
）
七
、
そ

の
他
警
察
相
談
＝
（
▽
06
・
６
９
４
１
・

０
０
３
０
▽
携
帯
電
話
は
♯
９
１
１
０
）

▼
問
合
せ
＝
泉
南
警
察
署（
(71)
１
２
３
４
）

平
成
十
四
年
度
の
固
定
資
産
税
・
都
市

計
画
税
、
軽
自
動
車
税
の
出
張
徴
収
日
程

は
次
の
と
お
り
で
す
。

▼
納
期
前
納
付
の
報
奨
金
＝
個
人
の
市
・

府
民
税
（
普
通
徴
収
分
）
及
び
固
定
資
産

税
（
償
却
資
産
を
含
む
）
・
都
市
計
画
税

は
、
納
期
が
年
四
回
に
分
か
れ
て
い
ま
す

が
、
第
一
期
の
納
期
に
当
該
年
度
の
税
額

を
一
括
し
て
納
め
ら
れ
ま
す
（
こ
れ
を

「
前
納
」
と
い
い
ま
す
）
と
、
納
期
前
納

付
報
奨
金
が
交
付
さ
れ
ま
す
▼
報
奨
金
の

支
払
方
法
＝
全
期
分
前
納
用
納
付
書
に
よ

り
、
年
税
額
か
ら
報
奨
金
を
差
し
引
い
た

額
で
納
付
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
▼
注
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※ふるって、ご利用ください。

□‥開館日（午前10時～午後5時） 
●‥休館日鳴滝第２小学校

楠台１号公園
金　熊　寺

ステーション名 時間

ファミール南大阪
幡代老人集会場
砂川集会所前
青少年センター前

サンハイツ和泉砂川
一丘団地

八幡山自治会館
浜老人集会場
西信達公民館

巡回日
５月 ６月

ステーション名 時間
巡回日

５月 ６月
水
水
木
木
金
金
水

1：30～ 
2：30

2：00～ 
2：30

2：00～ 
2：30

2：00～ 
2：30

3：00～ 
4：00

3：00～ 
4：00

水
木
木
金
金

3：00～ 
4：00

3：15～ 
4：00

3：15～ 
4：00

2：00～ 
2：45

2：00～ 
3：00

3：00～ 
4：00

5日19日
5日
6日
6日
7日
7日

19日
20日
20日

12日

21日
21日
26日

9日
8日

9日
10日
10日

22日
23日
23日
24日
24日

13日
12日

13日
14日
14日

26日
27日
27日
28日
28日

1日15日
1日
2日
2日

15日
16日
16日

8日

17日
17日
22日

1

2 4 5 6 7 8

1

8 97

2

10 11

12 14

21 22 23 24 2519

26 28 29 30

15 16 17 18

3 4

5 6

13

20

27

3

31

セ
ア
カ
ゴ
ケ
グ
モ
に

ご
注
意
く
だ
さ
い

市
税
は
納
期
内
に

必
ず
お
納
め
く
だ
さ
い

か
し
の
き
号
か
ら
の

お
知
ら
せ

警
察
の
専
門
相
談
窓
口
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

月
日 

５
月
29
日
� 

兎
田
老
人
集
会
場 

西
信
達
公
民
館 

馬
場
老
人
集
会
場 

幡
代
老
人
集
会
場 

岡
中
老
人
集
会
場 

５
月
30
日
� 

実
施 

場
所 



▼
農
地
の
転
用
と
は
＝
農
地
を
住
宅
用

地
、
車
庫
用
地
、
工
業
用
地
、
倉
庫
用

地
、
資
材
置
場
、
駐
車
場
等
、
農
地
以

外
の
用
途
に
用
地
を
変
更
す
る
こ
と
を

い
い
、
農
地
法
に
基
づ
い
て
許
可
が
必

要
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
農
地
を

一
時
的
に
資
材
置
場
や
駐
車
場
、
工
事

仮
設
事
務
所
用
地
、
作
業
員
宿
舎
用
地
、

砂
利
採
取
場
な
ど
に
す
る
場
合
で
も
、

農
地
転
用
と
な
り
、
同
様
に
許
可
が
必

要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

▼
農
地
転
用
の
手
続
き
＝
市
街
化
調
整

区
域
に
お
け
る
自
分
名
義
の
農
地
を
転

用
す
る
と
き
（
四
条
申
請
）、
他
人
名
義

の
農
地
を
買
っ
て
、
あ
る
い
は
借
り
て

転
用
す
る
と
き
（
五
条
申
請
）
は
、
農

業
委
員
会
を
経
て
、
さ
ら
に
知
事
の
許

可
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
な
お
、
市
街

化
区
域
の
農
地
に
つ
い
て
は
、
あ
ら
か

じ
め
農
業
委
員
会
へ
の
届
け
出
が
必
要

と
な
り
ま
す
。

▼
無
断
転
用
に
は
厳
し
い
措
置
＝
無
断

転
用
者
に
は
、
知
事
は
必
要
な
限
度
に

お
い
て
工
事
等
の
中
止
、
ま
た
は
相
当

の
期
間
を
定
め
て
、
原
状
回
復
そ
の
他

違
反
行
為
の
是
正
の
た
め
の
必
要
な
措

置
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▼
問
合
せ
＝
農
業
委
員
会
事
務
局
（
内

線
551
）
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農
地
の
転
用
に
は

許
可
が
必
要
で
す

●関西国際空港～りんく
うプレミアム・アウトレ
ット間の無料シャトルバ
スを運行します
▼と　き＝土・日・祝日

に運行（１日８往復運行

します）

▼所要時間＝約20分

▼関西空港発＝▽エアロ

プラザ横・展望ホール行

きバスのりば（毎時55分

発▽始発は10時55分▽終

発は17時55分）▽旅客タ

ーミナル前・９番バスの

りば（毎時00分発▽始発

は11時00分▽終発は18時

00分）

▼りんくうプレミアム・

アウトレット発＝▽団体

バス駐車場内（毎時30分

発▽始発は11時30分▽終

発は18時30分）

▼乗車券（無料）の配布

場所＝▼関西空港（▽エ

アロプラザ・タカシマヤ

２階サービスカウンター

▽旅客ターミナル前・９

番バスのりば）▼りんく

うプレミアム・アウトレ

ット（▽１階インフォメ

ーション）

▼関空ニュースに関する

問合せ＝関西国際空港

(株)広報課（(55)２２０１）

シリーズ：関西国際空港情報NO.24

「田植え」から「もちつき大会」まで　

鳴滝第２小学校では、学校農園を使って毎年６月、地

域の方に指導いただきながら全校児童による「田植え」

を行っています。

モミまきは５年生が中心に行い、みんなで育てた苗を

手に持ち、児童全員が素足で泥んこになりながら田植え

を体験します。土とのふれあいや自然体験が少ない子ど

もたちにとって、とても貴重な体験になっています。そ

して、台風を心配しながらも稲穂がたれる秋には、スズ

メよけの「かかし」をたてて、収穫の時を待ちます。

10月中旬い

よいよ収穫の時

です。カマをも

って稲を刈る

子、ていねいに

束ねる子、それ

ぞれの役割を分

担しながら金色

に実った稲を収

穫します。

収穫の次は

脱穀です。脱

穀も学校にご

寄付いただい

た脱穀機を使

って、地域の

方々に指導い

ただきながら

作業を行います。そして12月、待ちに待った「もちつき

大会」。老人会の方々にもご協力をお願いし、また、日

頃からお世話になっているゲストティーチャーをお招き

し、盛大に「もちつき大会」が行われます。子ども・保

護者・地域の方々と一緒に、今までの苦労と収穫の喜び

をかみしめながら、共に収穫をお祝いします。

本校では、このような子どもたちが直接体験し、また、

保護者・地域の方々が参加・参画していただける「ふれ

あい」を重視した取り組みを進めています。

▼問合せ＝学務課（内線２７７）

つながろう！～こども・保護者・地域～ 
鳴滝第２小学校 

市
役
所
一
階
玄
関
ロ
ビ
ー
に
あ
る
自

動
交
付
機
を
利
用
す
る
と
、
市
役
所
の

執
務
時
間
以
外
の
休
日
で
も
住
民
票
の

写
し
や
印
鑑
証
明
書
等
の
交
付
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
但
し
、
利
用
す

る
に
は
、
あ
ら
か
じ
め
本
人
が
暗
証
番

号
を
届
け
、
請
求
者
識
別
カ
ー
ド
の
交

付
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

す
で
に
印
鑑
登
録
を
し
て
い
る
方
は
、

印
鑑
登
録
証
カ
ー
ド
を
必
ず
ご
持
参
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
官
公
署
発
行
の
写
真

の
貼
付
さ
れ
た
証
明
書
（
免
許
証
、
パ

ス
ポ
ー
ト
等
）
が
あ
る
場
合
も
ご
持
参

く
だ
さ
い
。

▼
利
用
で
き
る
時
間
＝
一
月
五
日
〜
十

二
月
二
十
九
日
の
平
日
（
午
前
八
時
〜

午
後
七
時
）、
土
日
祝
日
（
午
前
九
時
〜

午
後
五
時
）
但
し
、
毎
月
第
三
木
曜
日

は
保
守
点
検
の
た
め
午
後
三
時
ま
で
▼

受
付
・
問
合
せ
＝
市
民
課
（
内
線
258
）

介
護
保
険
制
度
は
皆
さ
ん
の
介
護
保

険
料
で
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
介
護
保

険
制
度
は
平
成
十
二
年
四
月
一
日
に
施

行
さ
れ
、
同
年
十
月
か
ら
六
十
五
歳
以

上
の
国
民
全
員
が
介
護
保
険
料
を
納
め

る
こ
と
が
法
律
で
義
務
づ
け
ら
れ
て
い

ま
す
。
な
お
、
介
護
保
険
料
を
一
年
以

上
滞
納
す
る
と
保
険
給
付
を
受
け
る
際

に
制
約
を
受
け
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
、
納
め
忘
れ
の
な
い
よ
う
に
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
第
一
段
階
の
老

齢
福
祉
年
金
受
給
者
及
び
第
二
段
階
の

方
の
内
、
生
活
困
窮
者
（
生
活
保
護
受

給
者
に
準
ず
る
状
況
に
あ
る
方
）
を
対

象
に
し
た
減
額
規
定
も
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

平
成
十
四
年
度
の
介
護
保
険
料
（
六

十
五
歳
以
上
の
一
号
保
険
料
）
は
次
の

表
の
と
お
り
で
す
。

▼
注
意
＝
前
年
度
と
同
じ
段
階
以
外
の

方
に
つ
い
て
は
、
前
表
の
金
額
が
変
更

に
な
り
ま
す
▼
お
詫
び
と
訂
正
＝
広
報

せ
ん
な
ん
四
月
号
（
四
四
二
号
）
一
四

頁
に
掲
載
し
た
介
護
保
険
料
の
表
（
徴

収
額
・
分
割
の
金
額
）
が
誤
っ
て
掲
載

さ
れ
ま
し
た
。
前
表
の
と
お
り
訂
正
し

ま
す
と
と
も
に
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す

▼
問
合
せ
＝
介
護
保
険
課
（
内
線
336
・

337
・
339
）

利
用
方
法
は
、
各
郵
便
局
の
営
業
時

間
内
に
、
備
え
付
け
の
請
求
用
紙
と
返

信
用
封
筒
を
利
用
し
、
必
要
事
項
を
記

入
の
上
、
切
手
を
貼
付
、
手
数
料
分
の

定
額
小
為
替
を
同
封
（
現
金
書
留
も
可
）

し
、
市
役
所
へ
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

取
り
扱
い
業
務
と
手
数
料
（
一
通
当

た
り
）
は
、
▼
住
民
票
の
写
し
＝
二
〇

〇
円
▼
戸
籍
謄
・
抄
本
＝
四
五
〇
円
▼

除
籍
謄
・
抄
本
＝
七
五
〇
円
▼
原
戸
籍

謄
・
抄
本
＝
七
五
〇
円
▼
私
的
年
金
現

況
届
＝
一
〇
〇
円
▼
公
的
年
金
現
況

届
＝
無
料
。

請
求
の
で
き
る
人
は
、
原
則
と
し
て

本
人
ま
た
は
同
一
世
帯
（
同
一
戸
籍
）

内
の
人
で
す
。

▼
問
合
せ
＝
市
民
課
（
内
線
258
）

14

休
日
で
も
住
民
票
等
を

取
る
こ
と
が
で
き
ま
す

介
護
保
険
料
に
つ
い
て

お
知
ら
せ
し
ま
す

住
民
票
等
は
郵
便
で
も

請
求
で
き
ま
す

第１段階 

普通徴収 特別徴収（２カ月ごとに天引き） 保 険 料  
段　　階 

年　額 

第２段階 

第３段階 

第４段階 

第５段階 

20,100円 

30,200円 

40,200円 

50,300円 

60,300円 

2,100円 

６月の 
徴収額 

10月の 
徴収額 

７月からの 
毎月徴収額 

４・６・８月 
の徴収額 

12・２月 
の徴収額 

3,200円 

4,200円 

5,300円 

6,300円 

2,000円 

3,000円 

4,000円 

5,000円 

6,000円 

3,300円 

5,000円 

6,700円 

8,300円 

10,000円 

3,400円 

5,200円 

6,700円 

8,600円 

10,100円 

3,400円 

5,000円 

6,700円 

8,400円 

10,100円 

国民年金の請求受付窓口が変更
これまで国民年金のみに加

入していた人の老齢基礎年金
などの年金請求は、市の窓口
で受付していましたが、平成
14年４月から第３号被保険者

期間などがある人は、住所地
を管轄する社会保険事務所が
受付窓口となります。詳細は
次表をご参照ください。▼問
合せ＝国保年金課（内線255）

年金等の種類 

老　　齢 
基礎年金 

障　　害 
基礎年金 

遺　　族 
基礎年金 

寡　　婦 
年 金 等  

平成14年３月以前 
第１号被保険者期 
間または、第３号 
被保険者期間のみ 
の人 
　�　市区町村 

初診日が20歳前、 
第１号、第３号被 
保険者期間、60歳 
～65歳の間にある 
人　�　市区町村 

死亡日が、第１号、 
第３号被保険者期 
間または、受給権 
者等である人 
　�　市区町村 

寡婦年金、死亡一時金、特別 
一時金　�　市区町村 

第１号被保険者期間のみの人で、保険料納付済 
（免除）で受給資格を満たす人　�　市区町村 

初診日が20歳前、第１号被保険者期間、 
60歳～65歳の間にある人　�　市区町村 

死亡日が第１号被保険者にある人 
　�　市区町村 

死亡日が第３号被保険者期間にある人または、
受給権者等である人　�　社会保険事務所 

従来どおり　 
　�　市区町村 

初診日が第３号被保険者期間に 
ある人　�　社会保険事務所 

合算対象期間（カラ期間）を含めて受給資格を満たす人、
第３号被保険者期間のある人　�　社会保険事務所 

平成14年４月以降 
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平成13年度予算の２月末現在での執行状況がまとまりま

した。一般会計の予算現額217億2,200万円のうち、歳入

予算の収入済額は164億2,814万円です。また、歳出予算

の支出済額は143億1,443万円となっております。

このほか、市債の現在高や市有財産、国民健康保険事業

特別会計、老人保健特別会計などの予算の執行状況につい

てお知らせします。 ▼問合せ＝財政課（内線308）

衛生債 
７億6334万円 

農林水産債 
７億1679万円 

災害復旧債 
　　1858万円 

民生債１億5859万円 消防債２億904万円 

総務債 
51億1069万円 

教育債 
36億 
5848万円 

その他 
　34億 
　3716万円 土木債 

　92億5721万円 

市税 国庫支出金 地方交付税 市債 諸収入 その他 府支出金 

　104億8053万円 
（94億 652万円） 

　26億1667万円 
（17億7737万円） 　30億8132万円 

（19億2876万円）　24億2687万円 
（19億8526万円） 　９億6685万円 

（４億1126万円） 

　 ９億8290万円 
　（１億4720万円） 

　11億6686万円 
（７億7177万円） 

歳
入

一般会計

（ ）内は収入済の金額

217億2200万円

164億2814万円

予算現額

収入済額

民生費 

土木費 

教育費 

総務費 

公債費 

衛生費 

消防費 

その他 

　31億2983万円 
（13億3703万円） 

　25億7052万円 
（９億1026万円） 

　24億6081万円 
（20億8635万円） 

　18億3637万円 
（13億6434万円） 

　15億8639万円 
（11億9581万円） 

　９億2127万円 
（８億2869万円） 

　24億9170万円 
（15億9341万円） 

　67億2511万円 
（49億9854万円） 

（ ）内は支出済の金額

217億2200万円

143億1443万円

歳
出

予算現額

支出済額

交通災害共済事業特別会計 
収入済額 
支出済額 
収入済額 
支出済額 
収入済額 
支出済額 
収入済額 
支出済額 
収入済額 
支出済額 
収入済額 
支出済額 

34億3743万円 
42億3080万円 

　　 393万円 
　　 381万円 

37億5060万円 
41億6419万円 

９億7902万円 
２億 937万円 

　　3443万円 
　　2361万円 

14億1072万円 
11億9300万円 

国民健康保険事業特別会計 

汚水処理施設管理特別会計 

介護保険事業特別会計 

老人保健特別会計 

下水道事業特別会計 

主な特別会計 収入済額と支出済額 

市有財産 
単位はｍ 

公有財産計 
 788,612.94

土　地 
608,204.68

建　物 
180,408.26

基金計　　　39億1938万円 
土地開発基金 ４億8451万円 

公債費管理基金 ８億5320万円 

緑化基金 １億 392万円 

地域福祉基金 ３億8224万円 

医療施設整備基金 ２億1055万円 

介護保険給付費準備基金 １億3165万円 
久世芳春教育基金 　　1454万円 

汚水処理施設管理基金 　　2600万円 

ふるさと創生事業推進基金 １億　42万円 

公共施設整備基金 15億3571万円 
高額療養費貸付基金 　　 300万円 

教育振興育英奨学基金 　　1114万円 
同和更生資金貸付基金 　　6250万円 2

予算はこうして
使われています

総額233億2988万円

市
債
の
現
在
高

郵
便
局
職
員
を
装
っ
た
者
が
、
保
険

料
等
を
だ
ま
し
取
る
と
い
っ
た
悪
質
な

事
件
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

郵
便
局
の
制
服
を
着
用
し
な
い
不
審

者
が
簡
易
保
険
の
集
金
等
に
訪
問
し
た

場
合
は
、
必
ず
職
員
証
の
提
示
を
求
め

て
く
だ
さ
い
。
郵
便
局
職
員
で
あ
る
確

認
が
で
き
な
い
場
合
は
、
現
金
等
を
渡

す
こ
と
な
く
、
す
み
や
か
に
郵
便
局
や

警
察
に
通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
＝
泉
南
郵
便
局
（
(83)
６
６
５

５
）印

鑑
証
明
は
、
泉
南
市
に
登
録
さ
れ

た
個
人
の
印
鑑
（
印
影
）
を
証
明
す
る

も
の
で
す
。
こ
の
印
鑑
証
明
は
個
人
が

社
会
生
活
の
中
で
必
要
に
な
る
種
々
の

手
続
き
や
法
律
行
為
に
用
い
ら
れ
、
資

産
の
処
分
や
融
資
の
手
続
き
に
は
欠
か

せ
な
い
な
ど
、
大
変
重
要
な
役
割
を
果

た
し
ま
す
。
そ
れ
だ
け
に
、
市
で
は
印

鑑
登
録
申
請
の
取
扱
に
あ
た
っ
て
は
、

よ
り
慎
重
で
あ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て

お
り
、
登
録
さ
れ
た
方
自
身
も
、
登
録

し
た
印
鑑
（
実
印
）
や
印
鑑
登
録
証

（
登
録
済
を
証
明
す
る
カ
ー
ド
）
の
保
管

に
は
十
分
な
ご
配
慮
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
印
鑑
登
録
を
本
人
が
申
請
す
る
場

合
＝
官
公
署
発
行
の
写
真
の
貼
付
さ
れ

た
証
明
書
（
運
転
免
許
証
・
パ
ス
ポ
ー

ト
等
）
が
あ
る
場
合
、
ま
た
は
、
印
鑑

登
録
す
る
人
を
市
内
在
住
の
す
で
に
印

鑑
登
録
を
さ
れ
て
い
る
方
（
二
十
歳
未

満
の
人
は
除
く
）
が
、
本
人
で
あ
る
こ

と
を
保
証
す
る
こ
と
に
よ
り
印
鑑
登
録

証
を
即
日
交
付
で
き
ま
す
。
こ
の
場
合
、

所
定
の
保
証
書
（
登
録
印
鑑
を
押
印
し

た
も
の
）
が
必
要
で
す
。
運
転
免
許

証
・
パ
ス
ポ
ー
ト
等
が
な
い
場
合
及
び

保
証
人
が
い
な
い
時
は
、
本
人
の
意
思

確
認
を
す
る
た
め
の
照
会
書
を
本
人
の

住
所
地
宛
に
送
付
し
ま
す
。
照
会
書
が

届
い
て
か
ら
所
定
の
期
日
内
に
必
要
事

項
を
記
載
し
て
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

そ
の
時
に
印
鑑
登
録
証
を
交
付
し
ま
す
。

▼
代
理
人
が
登
録
申
請
す
る
場
合
＝
本

人
が
自
署
及
び
登
録
申
請
す
る
印
鑑
を

押
印
し
た
委
任
状
を
持
参
し
て
く
だ
さ

い
（
十
五
歳
未
満
の
人
は
代
理
人
に
な

れ
ま
せ
ん
）。
申
請
後
、
本
人
の
意
思
確

認
の
た
め
の
照
会
書
を
本
人
の
住
所
地

宛
に
送
付
し
ま
す
の
で
、
照
会
書
が
届

い
て
か
ら
所
定
の
期
日
内
に
、
必
要
事

項
を
記
載
し
、
ご
持
参
く
だ
さ
い
。
そ

の
時
に
印
鑑
登
録
証
を
交
付
し
ま
す
。

▼
未
成
年
者
が
印
鑑
登
録
申
請
す
る
場

合
＝
父
母
（
ど
ち
ら
か
一
方
）
の
同
意

書
（
登
録
印
を
押
印
し
た
も
の
）
が
必

要
で
す
。
※
十
五
歳
未
満
及
び
成
年
被

後
見
人
ま
た
は
、
成
年
被
後
見
人
と
み

な
さ
れ
る
人
は
印
鑑
登
録
で
き
ま
せ
ん
。

▼
本
人
が
印
鑑
証
明
を
申
請
す
る
場

合
＝
所
定
の
申
請
用
紙
に
住
所
、
氏
名
、

生
年
月
日
、
性
別
、
及
び
必
要
枚
数
を

記
入
し
、
必
ず
印
鑑
登
録
証
を
添
え
て

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
代
理
人
が
印
鑑
証
明
を
申
請
す
る
場

合
＝
所
定
の
申
請
用
紙
に
印
鑑
登
録
者

及
び
代
理
人
の
住
所
、
氏
名
、
生
年
月

日
、
性
別
、
必
要
枚
数
を
正
確
に
記
入

し
、
必
ず
印
鑑
登
録
証
を
添
え
て
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
＝
市
民
課
（
内
線
258
）

市
内
公
共
施
設
で
の
本
人
確
認
、
印

鑑
登
録
時
の
即
日
発
行
、
郵
便
物
の
受

け
取
り
の
際
の
証
明
書
に
も
な
る
「
泉

南
市
民
証
」
を
発
行
し
ま
す
。

▼
対
象
＝
交
付
を
希
望
す
る
六
十
歳
以

上
の
市
民
▼
費
用
＝
無
料
。
但
し
、
郵

送
用
郵
便
料
二
九
〇
円
は
各
自
負
担
）

▼
交
付
日
＝
申
請
受
理
後
十
四
日
以
内

に
、
本
人
宛
に
郵
送
し
ま
す
▼
申
込

み
＝
市
役
所
市
民
課
窓
口
に
、
本
人
が

直
接
お
越
し
く
だ
さ
い
▼
申
請
に
必
要

な
も
の
＝
▽
上
半
身
の
カ
ラ
ー
写
真

（
正
面
・
脱
帽
の
も
の
に
限
り
ま
す
）
▽

写
真
の
サ
イ
ズ
は
縦
2.8
�
×
横
2.2
�
の

も
の
（
運
転
免
許
証
用
写
真
と
同
サ
イ

ズ
）
▽
写
真
の
裏
面
に
は
必
ず
、
氏
名

を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
▽
枚
数
は
、
市

民
証
用
一
枚
、
交
付
票
添
付
（
控
え
用
）

で
計
二
枚
▽
本
人
を
証
明
で
き
る
も
の

（
健
康
保
険
証
、
年
金
証
書
、
パ
ス
ポ
ー

ト
、
老
人
保
健
医
療
受
給
者
証
な
ど
）

▼
問
合
せ
＝
市
民
課
（
内
線
257
・
258
）
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六
十
歳
以
上
の
方
に
泉
南

市
民
証
を
発
行
し
ま
す

郵
便
局
職
員
を
装
っ
た

ニ
セ
集
金
人
に
ご
注
意
を

印
鑑
証
明
の
手
続
き
は
次
の

よ
う
に
行
っ
て
く
だ
さ
い

若松湯
わかまつゆ

がリニューアルオープン

市営浴場若松湯の

改修工事が完了し、

次のとおり、５月１

日(水)から営業を再

開します。市民の皆

さまのご利用をお待

ちしております。

▼浴場名＝市営浴場

若松湯

▼営業開始日＝５月

１日(水)から

▼営業時間＝午後４

時～午後11時（但し、

入浴受付は午後10時

半まで）

▼定休日＝毎月第２、

４木曜日

▼入浴料＝▽12歳以

上の方は250円▽12歳

未満の方は100円▽敬

老入浴（65歳未満の

方）は100円

▼その他＝敬老入浴

証は解放会館（樽井

９丁目16の２・(83)

６４４７）で発行し

ています。運転免許

証または健康保険証

などの氏名、年齢等

を確認できるものを

ご持参ください。

▼問合せ＝▽同和対

策室（ ( 8 3 )０００

１・内線284）▽鳴滝

解放会館（(83)６４

４７）



ル
ミ
ナ
リ
エ
と
港
町
の
華
や
か
な
影

に
虐
げ
ら
れ
た
人
々
の
「
思
い
」
が
残

さ
れ
て
い
る
町
「
神
戸
」
。
そ
し
て
、

一
九
九
五
年
一
月
十
七
日
の
阪
神
・
淡

路
大
震
災
の
爪
跡
を
訪
ね
ま
す
。
そ
こ

か
ら
立
ち
上
が
り
「
ま
ち
づ
く
り
」
に

励
む
人
々
か
ら
、
私
た
ち
が
何
を
学
び

何
を
伝
え
て
い
け
ば
い
い
の
か
を
考
え

た
い
と
思
い
ま
す
。

▼
と
き
＝
六
月
十
五
日(

土)

▽
一
丘
派

出
所
横
（
午
前
七
時
半
）
▽
砂
川
集
会

所
前
（
七
時
四
十
五
分
）
▽
金
熊
寺
駐

在
所
付
近
（
八
時
）
に
出
発
し
ま
す
▼

コ
ー
ス
＝
泉
南
市
〜
長
田
区
役
所
震
災

資
料
室
〜
長
田
神
社
馬
場
先
鳥
居

な
が
た
じ
ん
じ
ゃ
ば
ば
さ
き
と
り
い

〜
六

番
町
〜
足
湯

あ
し
ゆ

〜
南
京
町

な
ん
き
ん
ま
ち

（
昼
食
）
〜
戦

没
し
た
船
と
海
員
の
資
料
館
〜
神
戸
港

震
災
メ
モ
リ
ア
ル
パ
ー
ク
〜
泉
南
市
▼

講
師
＝
伊
ヶ
崎
淑
彦

い
か
さ
き
よ
し
ひ
こ

さ
ん
（
歴
史
研
究

家
）
▼
参
加
費
＝
無
料
。
但
し
、
昼
食

は
各
自
ご
負
担
く
だ
さ
い
▼
定
員
＝
二

十
五
人
（
定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選
）

▼
申
込
み
＝
六
月
五
日(

水)

（
必
着
）

ま
で
に
、
往
復
ハ
ガ
キ
に
住
所
、
校
区
、

氏
名
、
電
話
番
号
、「
十
五
日
フ
ィ
ー

ル
ド
ワ
ー
ク
」
希
望
、
手
話
通
訳
希
望

（
必
要
な
場
合
）
を
明
記
の
上
、
〒
五

九
〇
・
〇
五
九
二
（
住
所
不
要
）
泉
南

市
役
所
人
権
啓
発
課
へ
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
▼
問
合
せ
＝
人
権
啓
発
課
（
(83)

０
０
０
１
・
内
線
237
／
fax
(83)
９
７
２
４
）

人権シリーズ人権シリーズ
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一
丘
・
砂
川
・
東
校
区
人
権
フ
ィ
ー
ル
ド

ワ
ー
ク
〜
神
戸
の
地
を
訪
ね
る
〜

サッカーワールドカップが日韓共同で開
催されることとなり、両国の距離が一層近
づきました。そこで、解放会館では、昨年
の中国語教室に引き続き、今年は韓国語教
室を開催することになりました。はじめて
韓国語を学ぶ人を対象にしていますので、
お気軽にご参加ください。
▼と　き＝６月以降の第２、４土曜日の午
前10時～11時半
▼ところ＝市立鳴滝解放会館
▼講　師＝河延龍（ハ・ジョン・ヨン）さ
ん（泉南市内在住）
▼費　用＝教材費は各自ご負担ください
▼定　員＝15人程度（先着順）
▼申込み＝５月15日(水)～24日(金)（各日
午前９時～午後５時）の期間に、お電話で
鳴滝解放会館（(83)６４４７）まで

▼その他＝▽講師の河延龍さんは市民の皆
さんと韓国語を通して、文化・歴史・習慣
の違いを知り、友だちの輪が広がることを
願っています▽中国語教室もサークル活動
として解放会館で活動しています。興味の
ある方は解放会館へお問い合せください
▼問合せ＝鳴滝解放会館（(83)６４４７）

「「韓国語韓国語」」教室に参加しませんか教室に参加しませんか

皆さんの手でステップフォーラムを創ってみませ
んか。泉南市では、1996年から「市民の手でフォ
ーラムを創ろう」という呼びかけのもと、フォーラ
ム企画会議が組織されました。
企画会議では、皆さんが様々な意見を提案し、内

容や出演者、運営方法について話し合いながら、フ
ォーラムを企画しています。
年齢・性別は問いませんので、「こんなふうにし

てみたら‥」というアイデアをお持ちの方、ちょっ
と興味をお持ちの方、フォーラムを創ってみたいと
いう方の参加をお待ちしております。
▼申込み＝５月24日(金)までに、官製ハガキに住所、
氏名、電話番号を記入の上、〒590－0592（住所
不要）泉南市役所人権啓発課「フォーラム企画会議」
係まで。なお、お電話でのお申し込みも受け付けて
います▼問合せ＝人権啓発課（(83)０００１・内線
237／fax(83)９７２４）

2002ステップフォーラムの
企画会議委員を募集します

（モッケスムニダ）
いただきます 

今
年
の
憲
法
週
間
「
市
民
の
集
い
」

で
は
、
愛
や
友
情
、
反
差
別
の
精
神
を

描
く
関
西
発
の
ひ
と
り
芝
居
『
こ
の
世

の
花
』
を
上
演
し
ま
す
。

ひ
と
り
芝
居
『
こ
の
世
の
花
』
は
、

泉
南
市
出
身
の
女
優
・
梶
本
由
紀

か
じ
も
と
ゆ
き

さ
ん

の
反
差
別
ド
ラ
マ
三
部
作
の
第
一
作
目

と
し
て
、
一
九
九
七
年
春
の
初
演
か
ら

全
国
各
地
で
上
演
さ
れ
、
圧
倒
的
な
共

感
と
感
動
の
拍
手
に
包
ま
れ
て
い
ま

す
。

▼
と
き
＝
五
月
二
十
六
日(

日)

午
後
二

時
〜
四
時
▼
と
こ
ろ
＝
文
化
ホ
ー
ル
▼

公
演
＝
梶
本
由
紀
さ
ん
（
劇
団
野
火
の

び

の

会
・
泉
南
市
出
身
）
▼
入
場
料
＝
無
料

▼
申
込
み
＝
事
前
申
込
み
は
不
要
で
す

▼
そ
の
他
＝
▽
手
話
通
訳
あ
り
▽
一
時

保
育
あ
り
。
但
し
、
一
時
保
育
を
希
望

さ
れ
る
場
合
は
、
五
月
十
七
日(

金)

ま

で
に
、
お
電
話
で
人
権
啓
発
課
（
(83)
０

０
０
１
・
内
線
237
）
へ
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
▼
問
合
せ
＝
人
権
啓
発
課
（
内

線
237
）

▼
『
こ
の
世
の
花
』
ス
ト
ー
リ
ー
＝
転

校
生
が
や
っ
て
来
た
。
金
城
裕
子

か
ね
し
ろ
ゆ
う
こ

が
本

名
李
福
守

り
ふ
く
じ
ゅ

と
わ
か
っ
た
と
き
、
突
如
、

吹
き
荒
れ
る
イ
ジ
メ
の
嵐
！
そ
れ
は
親

友
の
結
城

ゆ
う
き

つ
ぼ
み
に
と
っ
て
も
試
練
の

嵐
だ
っ
た
。
保
身
の
た

め
に
い
じ
め
グ
ル
ー
プ

に
加
担
す
る
か
、
そ
れ

と
も
決
然
と
し
て
友
と

共
に
戦
う
か
？
「
あ
な

た
な
ら
ど
う
し
ま
す

か
？
」
と
鋭
く
観
客
に

問
い
か
け
る
衝
撃
の
舞

台
。
や
が
て
李
福
守
が
、

な
ぜ
バ
ラ
の
花
が
好
き

な
の
か
、
な
ぜ
い
つ
も

オ
モ
ニ
（
母
）
に
も
ら

っ
た
鈴
を
お
守
り
に
し

て
い
る
の
か
、
そ
の
真

実
が
明
か
さ
れ
た
と

き
、
悲
し
み
と
叙
情
あ

ふ
れ
る
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク

ス
が
お
と
ず
れ
る
。

▼
梶
本
由
紀
さ
ん
の
プ

ロ
フ
ィ
ー
ル
＝
学
校
教

育
や
家
庭
の
問
題
を
主
題
に
し
た
二
人

芝
居
「
鞍
馬
天
女

く
ら
ま
て
ん
に
ょ

」
で
新
屋
英
子

し
ん
や
え
い
こ

さ
ん

の
相
手
役
と
し
て
デ
ビ
ュ
ー
し
、
高
い

評
価
を
受
け
る
。
短
大
卒
業
後
劇
団
野

火
の
会
に
入
団
。
そ
の
後
も
新
屋
英
子

さ
ん
と
数
々
の
作
品
に
出
演
す
る
と
と

も
に
、
本
作
品
を
は
じ
め
『
六
花
物
語

り
っ
か
も
の
が
た
り

』、

『
花
火
』
と
世
界
の
演
劇
界
で
も
大
変

珍
し
い
若
い
女
性
に
よ
る
ひ
と
り
芝
居

三
部
作
で
各
界
か
ら
注
目
を
集
め
、
全

国
各
地
で
絶
賛
さ
れ
て
い
ま
す
。

な
お
、
二
〇
〇
〇
年
十
二
月
の
本
市

人
権
週
間
「
市
民
の
集
い
」
で
の
新
屋

英
子
さ
ん
と
二
人
芝
居
『
テ
ル
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
の
夢
』
で
の
感
動
は
記
憶
に
新

し
い
と
こ
ろ
で
す
。

梶
本
由
紀
さ
ん
は
、
今
回
の
作
品
に

つ
い
て
、「
い
じ
め
や
差
別
の
問
題
は
、

人
ご
と
と
し
て
考
え
る
の
で
は
な
く
、

自
分
の
身
に
置
き
換
え
て
初
め
て
意
識

で
き
、
主
人
公
と
同
世
代
の
高
校
生
の

皆
さ
ん
を
は
じ
め
、
親
世
代
の
皆
さ
ん

な
ど
幅
広
く
、
自
分
な
ら
ど
う
す
る
か

を
考
え
な
が
ら
観
て
い
た
だ
き
た
い
」

と
語
ら
れ
て
い
ま
す
。
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憲
法
週
間
「
市
民
の
集
い
」
２
０
０
２

梶
本
由
紀
さ
ん
ひ
と
り
芝
居
「
こ
の
世
の
花
」

【
憲
法
週
間
特
設
人
権
相
談
】

▼
と
き
＝
五
月
九
日(

木)

〜
十
日

(

金)

午
後
二
時
〜
四
時
▼
と
こ

ろ
＝
市
役
所
市
民
相
談
室
▼
費

用
＝
無
料
▼
そ
の
他
＝
秘
密
は

厳
守
さ
れ
ま
す
▼
問
合
せ
＝
人

権
啓
発
課
（
内
線
237
）

梶
本
由
紀
さ
ん
ひ
と
り
芝
居

『
こ
の
世
の
花
』

５
月
26
日(

日)

午
後
２
時
開
演

入
場
無
料



※行事実施日に台風等による大雨洪水・暴風警報が発令された場合、中止することがありますのでご了承ください。 

今月の健康診査・予防接種・その他（２００２.５）
健診／予防接種名 日　時 対　象 内　容／その他 

成
　
人
　
保
　
健 

母
　
子
　
保
　
健 

予
防
接
種 

そ
の
他 

基本健康診査 
大腸がん検診 

子宮がん検診 

健康相談 
栄養相談 

乳児後期健診 

両親教室 

　３種混合予防接種 
　（ジフテリア・破 
　　傷風・百日せき） 

麻しんの予防接種 

日本脳炎の予防接種 

一般健康診断／循環器科検診 
精神保健福祉相談 
Ｃ型肝炎抗体検査 

乳幼児結核検診 

献　血 

ぴよぴよサロン（育児相談） 

４カ月児健康診査 

１歳６カ月児健康診査 
３歳６カ月児健康診査 
２歳児歯科健康診査 
２歳６カ月児歯科健康診査 

地域リハビリ教室 

随　時 
市内の各医療 
機関 

随　時 
市内の各産婦人 
科医院 

毎月第１～４金曜日 
午後１時～２時半 

ご自分の健康に関して疑問や不安がありましたら、いつでもお気軽に 
ご相談ください。但し、医師への相談は電話での予約が必要です。 

▼40歳以上の市民 

�５月１日� 
�６月５日� 

�平成13年12月生 
�平成14年１月生 

身体計測、内科診察、個別指導など。 
対象の人には個別通知（時間指定）します。 

５月22日� 
午後０時40分～２時10分 

▼平成12年10月生 身体計測、内科診察、歯科診察（カリオスタット検査）、 
個別相談など。対象の人には個別通知（時間指定）します。 

５月８日� ▼平成10年10月生 

５月16日� 
午後１時～１時半 

▼平成12年４月生 

歯みがき教室 ５月23日� 
午後１時～１時20分 

▼平成12年３月生 
▼平成12年９月生 

５月23日� 
午後１時半～２時 

▼平成11年10月生 

５月９日� 
午後１時半～２時半 
５月27日�ツベルクリン反応検査 
５月29日�ツベルクリン判定及びＢＣＧ 

５月17日�、５月30日� 
午後１時半～２時半 

時間は午後１時半～２時半。生後３カ月～４歳未満の乳幼児。なるべく 
１歳までに済ませてください。携行品は母子手帳、印鑑、筆記用具。 

第１期は、３歳～７歳６カ月未満。�初回接種は、約１～４週間 
隔で２回。�追加接種は、２回目の接種終了後、約１年後に１回。 
第２期は９～13歳未満、第３期は14～16歳未満。対象年齢内に１ 
回接種してください。 

第１期（３種混合）は、生後６カ月～７歳６カ月（できるだけ生後３歳まで）の間 
に計４回。▼初回接種＝生後６カ月に達したら約４週間隔で３回。 
▼追加接種＝初回接種の３回終了後１年～１年半の間に１回。 
第２期（ジフテリア、破傷風）は、11歳以上13歳未満（小学６年生）の人に１回。 
携行品は母子手帳、印鑑、筆記用具。 
※保健センターへはコミュニティバスをご利用ください。 

生後12カ月～７歳６カ月未満の幼児。できるだけ３歳までに済ませてください。 
携行品は母子手帳、印鑑、筆記用具 

第２、４水曜日 
午前中（要予約） 

実施場所は大阪府尾崎府民健康プラザ（�71－6001）。血圧、検尿、血液検 
査等（診断、検査等は有料です。なお、診断書も発行します） 

原則第１～４木曜日 
と金曜日（要予約） 

実施場所は大阪府尾崎府民健康プラザ（�71－6001） 
高齢者こころの相談、アルコール健康相談にも応じています。 

第４水曜日 
午後１時～２時半 

５月９日�　泉南市役所 
６月６日�　スカイシティオークワ泉南店 
▽午前10時～正午▽午後１時～４時 
▽成分献血の受付は午前10時～11時、午後１時～３時まで 

成分献血とは、血液の血しょうや血小板を献血していただく方法です。 
成分献血は体の負担も軽く女性向きの献血ですが、１人約40～50分かか 
ります。時間の調整をしますので、事前に保健センター（�82－7615） 
へお申込みください。　　　　　　　　泉南市献血推進協議会 

実施場所は大阪府尾崎府民健康プラザ（�71－6001）。 
事前予約が必要です。 

６月３日�、10日�、17日�、 
24日�の各午後１時～ 

▼妊婦とその家族 
▼定員は15組（要予約） 

身体計測、内科診察、歯科診察、個別相談など。 
対象の人には個別通知（時間指定）します。 

�５月10日��６月７日� 
午後１時半～３時 

５月21日� 
５月28日� 
午後１時半 
　～２時半 

▼乳幼児と保護者 育児相談、身体計測。お気軽にお越しください。 
お母さん同士の会話も楽しみましょう。 

歯科健診、フッ素塗布（希望者）、個別相談など。２ 
歳児にはカリオスタット検査（むし歯予測試験法）実 
施。歯みがき教室は、ブラッシング指導、おやつ試食 
等。予約は不要。携行品は母子手帳、歯ブラシ、筆記 
用具、問診票。※今月受診できない人は、対象月より 
３ヵ月以内に受診してください。 

４日間で１コース。携行品は母子手帳と１日目は歯ブラシ、コップ、手鏡。２日目は運 
動のできる服装。なるべく５ヵ月以降の安定期にお越しください。途中参加もできます。 

病・医院の診察時間 満９ヵ月～１歳未満 ４カ月健診時に受診票をお渡ししますので、かかりつけの病・医院 
でお受けください。※但し、１歳を超えますと自己負担となります。 

毎月第２～４金曜日 
午後１時～２時半 

栄養士が個人のライフステージに応じた栄養に関する 
相談に応じます。但し、事前に予約が必要です。 

▼40歳以上の市民 

▼上村老人集会場第１、３火曜日 
▼北野区民センター第２、４火曜日 
▼保健センター第２、４木曜日 
いずれも午後２時～１時間半程度 

健康チェックと体操、レクリエーションを通して、 
体力の維持と閉じこもり防止をめざします。 
直接、会場へお越しください。 

40歳以上で簡単な集 
団体操に参加でき、 
自力又は家族の送迎 
で参加できる方 

▼40歳以上の市民 
平成14年４月１日～ 
11月30日までの間に 
１回受診できます 

▼30歳以上の市民 
平成14年４月１日～ 
11月30日までの間に 
１回受診できます 

血圧測定、検尿、診察、血液検査（肝機能、血清脂質、腎機能、 
貧血、糖尿病検査）等。必要な方には心電図、眼底検査を実施。 
便潜血検査２日法。※できるだけセットで受けてください。 
健康手帳を持参の上、直接医療機関受付へ申し込んでください。 
※直接医院受付に申し込んでください。 
▼西森医院・婦人科（金曜夜診のみ）（信達牧野361－10／�83－2357） 
▼福本医院・婦人科（信達牧野378／�83－2505）▼宮城医院・婦人科 
（信達市場31－311／�82－7019）▼栃原皮膚科医院・婦人科（信達大 
　苗代62－44－213／�82－5702）▼新泉南病院・婦人科（金曜・土曜 
　午前中のみ）（りんくう南浜３－７／�80－5618） 
※40歳以上の方は、基本健康診査、大腸がん検診とできるだけセットで受けてください。 
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寝
た
き
り
・
閉
じ
こ
も
り
に

な
ら
ず
に
、
い
つ
ま
で
も
住
み

な
れ
た
地
域
で
元
気
に
暮
ら
す

こ
と
を
目
標
に
、
新
家
・
北
野

地
区
で
地
域
リ
ハ
ビ
リ
教
室
を

開
催
し
て
い
ま
す
。
五
月
か
ら

は
保
健
セ
ン
タ
ー
で
も
開
催
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
体
操

や
ゲ
ー
ム
で
楽
し
い
時
間
を
一

緒
に
過
ご
し
ま
せ
ん
か
。

▼
と
き
・
と
こ
ろ
・
対
象
・
内

容
＝
左
に
掲
載
の
今
月
の
健
診

の
（
２
０
０
２
・
５
）
の
成
人

保
健
の
表
を
ご
参
照
く
だ
さ
い

広
報
せ
ん
な
ん
四
月
号
（
四

四
二
号
）
に
折
り
込
み
ま
し
た

保
存
版
・
平
成
十
四
年
度
成
人

保
健
事
業
に
お
い
て
、
七
月
に

開
催
さ
れ
る
す
こ
や
か
健
診
の

歯
科
健
診
が
都
合
に
よ
り
実
施

さ
れ
な
く
な
り
ま
し
た
。
歯
科

健
診
を
希
望
さ
れ
る
方
は
次
の

日
程
で
お
受
け
く
だ
さ
い
。

▼
と
き
＝
六
月
六
日
、
二
十
日
、

七
月
十
一
日
、
十
八
日
、
八
月

二
十
二
日
、
二
十
九
日
。
す
べ

て
木
曜
日
の
午
後
一
時
〜
二
時

半
▼
と
こ
ろ
＝
保
健
セ
ン
タ
ー

▼
費
用
＝
無
料
▼
そ
の
他
＝
事

前
予
約
は
不
要
。
受
付
時
間
内

に
お
越
し
く
だ
さ
い

子
育
て
中
の
お
母
さ
ん
と
子

ど
も
が
主
役
の
教
室
で
す
。
親

子
で
楽
し
く
参
加
し
て
、
み
ん

な
と
仲
良
く
遊
び
ま
し
ょ
う
。

▼
と
き
＝
七
月
一
日
、
十
五
日
、

八
月
五
日
、
十
九
日
、
九
月
二

日
、
三
十
日
（
す
べ
て
月
曜
日
）

の
午
前
九
時
半
〜
十
一
時
半
▼

対
象
＝
一
歳
八
カ
月
〜
三
歳
未

満
（
平
成
十
一
年
七
月
生
〜
平

成
十
二
年
十
月
生
）
の
児
童
と

そ
の
保
護
者
。
但
し
、
保
育
所
、

幼
稚
園
、
め
だ
か
教
室
へ
通
っ

て
い
る
児
童
、
修
了
し
た
児
童
、

ひ
よ
こ
ラ
ン
ド
に
参
加
し
た
児

童
は
除
く
▼
定
員
＝
十
人
（
多

数
の
場
合
は
抽
選
し
、
当
選
者

へ
通
知
し
ま
す
）
▼
申
込
み
＝

五
月
十
七
日(

金)

ま
で
に
、
お

電
話
で
保
健
セ
ン
タ
ー
ま
で

食
生
活
を
中
心
に
、
健
康
づ
く

り
に
つ
い
て
学
び
ま
せ
ん
か
。

▼
と
き
・
内
容
・
講
師
＝
▽
一
、

六
月
四
日(

火)

（
開
講
式
と
講
義
・

医
師
）
▽
二
、
六
月
十
三
日(

木)

（
講
義
・
栄
養
士
）
▽
三
、
六
月
十

九
日(

水)

（
講
義
・
栄
養
士
）
▽
四
、

六
月
二
十
五
日(

火)

（
講
義
・
栄
養

士
）
▽
五
、
七
月
二
日(

火)

（
運
動

実
技
・
健
康
運
動
指
導
士
）
▽
六
、

七
月
四
日(

木)

（
講
義
・
栄
養
士
）

▽
七
、
七
月
八
日(

月)

（
講
義
・
栄

養
士
）
▽
八
、
七
月
十
五
日(

月)

（
運
動
実
技
・
健
康
運
動
指
導
士
）

▽
九
、
七
月
十
六
日(
火)
（
講
義
・

栄
養
士
）
▽
十
、
七
月
二
十
二
日

(

月)

（
講
義
・
栄
養
士
）
▽
十
一
、

七
月
二
十
九
日(

月)

（
講
義
・
栄
養

士
）
▽
十
二
、
八
月
二
日(

金)

（
講

義
と
閉
会
式
・
栄
養
士
）
▼
時

間
＝
い
ず
れ
も
午
後
一
時
半
か
ら

二
時
間
程
度
（
但
し
、
調
理
実
習

日
は
午
前
十
時
〜
）
▼
と
こ
ろ
＝

保
健
セ
ン
タ
ー
▼
費
用
＝
五
〇
〇

円
程
度
（
調
理
実
習
の
材
料
費
）

▼
定
員
＝
二
十
四
人
（
先
着
順
）

▼
申
込
み
＝
五
月
二
十
日(

月)

ま
で

に
保
健
セ
ン
タ
ー
ま
で
▼
そ
の

他
＝
▽
七
回
以
上
出
席
の
方
に
は
、

修
了
証
を
交
付
し
ま
す
▽
希
望
者

は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
で
あ
る

泉
南
市
食
生
活
改
善
推
進
協
議
会

に
加
入
し
、
ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
と
し

て
活
動
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
▽

広
報
せ
ん
な
ん
四
月
号
（
四
四
二

号
）
に
掲
載
し
た
内
容
で
九
、
・

十
二
、
の
日
程
が
変
更
と
な
っ
て

い
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
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地
域
リ
ハ
ビ
リ
教
室

に
参
加
し
ま
せ
ん
か

健
康
栄
養
講
座
を

開
催
し
ま
す

親
と
子
の
遊
び
の
教
室

ひ
よ
こ
ラ
ン
ド

七
月
の
す
こ
や
か
健
診
の

歯
科
健
診
を
変
更
し
ま
す

保健センターでは、住民検診（基本健
康診査、結核検診、肺がん検診）を実施
します。
▼とき・ところ＝次表のとおり▼対象＝
15歳以上の市民（肺がん検診は40歳以上
の方）▼費用＝無料▼携行品＝健康手帳
（ない方は当日交付します。40歳以上の市

民）▼内容＝▽基本健康診査（検尿・血
圧測定・血液検査、診察等）▽結核検診
（胸部Ｘ線写真）▽肺がん検診（胸部Ｘ線
写真、必要な方に喀痰検査）▼その他＝
住民検診を受けた方はセット健診は受診
できません▼問合せ＝保健センター
（(82)７６１５）

住民検診で健康チェックしませんか住民検診で健康チェックしませんか

月日 検診会場 受付時間 月日 検診会場 受付時間 

５月７日� 

５月10日� 信達公民館 

樽井区民センター 

浜老人集会場 
岡中老人集会場 

10:00～11:30
13:30～15:00
10:00～11:30
13:30～15:00
10:00～11:30
13:30～15:00
10:00～11:30
13:30～15:00

10:00～11:30
13:30～15:00
10:00～11:30
13:30～15:00
10:00～11:30
13:30～15:00
10:00～11:30
13:30～15:00

５月13日� 

西信達公民館 

八幡山自治会館 

新家公民館 

幡代老人集会場 
男里老人集会場 

砂川奇勝集会場 ５月16日� 

５月17日� 

５月20日� 

５月23日� 

５月24日� 
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ＡＢＣ委員会市民の文化推進チーム主催の「さくらコンサート」が史跡海会寺
か い え じ

跡広場で開催され、青少年
吹奏楽団、詩吟連盟、南大阪バトントワリング泉南チーム、三曲協会、謡舞協会、ワークセンターホスの皆
さんによる趣向をこらしたステージがくりひろげられました。今年は桜の開花が例年より早かったこともあ
り、ソメイヨシノは散りかけていましたが八重桜がちょうど見ごろとなっていて、見物に訪れた人々も茶花
道連盟の皆さんによる野点

のだて

とともに春のうららかな気分が満喫できたのではないでしょうか。 （４月７日）

春らんまん！
さくらコンサート

泉南市花卉
か き

組合（組合長・南繁雄
みなみしげお

さん）の皆さんが
市内２カ所（信達牧野、新家）の農園で育ててくれた
チューリップ（約６万球）が、今年も見事に咲きそろ
いました。今年は暖かい日が続いたこともあって、開
花も少し早め。３月30日、31日の一般開放では大勢の
人出でにぎわいをみせました。
また、一般開放後のチューリップ畑に、市内の保育

所や幼稚園の園児たち（写真）がやってきました。園
児たちは思い思いに好きな色のチューリップを摘んで
は大切に持ち帰っていきました。 （４月４日）

今年もいっぱい咲きました
花摘みチューリップ開園！

ケーブルテレビのチャンネル
９では、泉州地域４市３町の地
域情報「南泉州行政アワー」を
映像と文字番組で放送していま
す。
但し、視聴するにはケーブル

テレビへの加入が必要です。また、視聴できない地域
がありますのでご了承ください。
▼１回目＝９：00～11：20（泉南市は９：00～）
▼２回目＝14：00～16：20（泉南市は14：00～）
▼３回目＝22：00～０：20（泉南市は22：00～）
▼ケーブルテレビへの加入に関する問合せ＝ジェイコ
ム関西・りんくう局（�０１２０－０８９－３４４）
▼地域情報番組の問合せ＝情報管理課（内線227）

南泉州行政アワー 

※番組の内容は予定ですので、予告なく変更する場合 
　があります。ご了承ください。 

４月23日� 
　　～ 
５月７日� 

市　長の 
所信表明 

泉南医療福祉 
センターが 
オープン 

４月28日�に泉南市長 
選挙が執行されました。 
市長の市政方針や取組 
みについて紹介します。 

りんくうタウンに誕生し 
た、泉南医療福祉センタ 
ーの施設の概要をご紹介 
します。 

５月22日� 
　　～ 
６月４日� 

公共施設を結ぶ 
コミュニティ 
バスが発進 

市内の主な公共施設を結ぶコミュ 
ニティバスが２月１日にスタート 
しました。コミュニティバスの特 
長や運行制度について紹介します。 

５月７日� 
　　～ 
５月21日� 

電
気
火
災
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
！
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市民の立場からまちづくりについて考えてみよう
と、泉南まちづくり市民会議主催の「まちづくり出前
寄席」があいぴあ泉南で開催されました。
第１部のパネルディスカッションでは、コーディネ

ーターに大分県宇目町
う め ま ち

職員で、地元のまちづくりに積
極的に取り組んでおられる矢野大和

や の た い わ

さんを迎え、パネ
リストには、今回この企画を立案した泉南まちづくり
市民会議代表の西野節子

にしの せ つ こ

さんをはじめ、砂本兼三
すなもとけんぞう

さん、
明貝一平
みょうかいいっぺい

さん、若野和敏
わかのかずとし

さんらによって泉南市のま
ちづくりについて積極的な意見交換が行われました。
そして、まちづくりには市民と行政との協働が大事で
あること等が再確認されました。
第２部では、コーディネーターの矢野大和さんの講

演も行われ、笑いを交えながらまちづくりについての
お話をしていただきました。 （３月16日）

明日の泉南市を語ろう！
まちづくり出前寄席開催

新家地区の種河
たねかわ

神社近くにある北向薬師堂
きたむかいやくしどう

では、春

の大祭が開催されました。これは、同薬師堂所在の

薬師如来坐像
やくしにょらいざぞう

（写真大中央右上部、木造、像高は５

３・９�、平安時代中期から後期作）が歴史的価値が

高く、古くからこの地域の地方仏として信仰を集めて

いたことを後世に伝承していくために、地元の人々に

よって開催されているものです。

大祭当日は、薬師堂内で地元関係者による供養が行

われた後、見物に訪れた大勢の人々にぜんざいがふる

まわれました。 （４月７日）

地域で守り、受け継いでいきたい‥
新家北向薬師堂「春の大祭」が開催
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シリーズ：「ふるさと歴史紀行」

このたび、新家地区にある
「新家山田家住宅」が市内では初
めて、国の登録文化財に登録さ
れました。今回のふるさと歴史
紀行はこの「新家山田家住宅」
をご紹介します。
「新家山田家住宅」は、江戸

時代に建築された本市を代表す
る民家建築です。道路に面して
表門があり、それをくぐり抜け
ると長大な長屋門に目を奪われ
ます。その奥には広い庭をはさ
んで重厚な主屋（おもや）や玄
関棟、米蔵が建ち並んでいます。
そしてこれらの建物や屋敷を土
塀が取り囲んでおり、それらが
一体となって、はるか江戸時代
にタイムスリップした気分にさ
せてくれます。

さる３月30日にはこの度の登
録を記念して、現地において講
演会と見学会が行われ、多数の
参加者が熱心に講師の先生方の
話に耳を傾けていました。
私たちの周辺では、開発や生

活の多様化・価値観の相違など
から、古い建物が急速に失われ
ています。これらの建物からは、
当時の様々な情報を得ることが
できるだけでなく、これからの
まちづくりに貴重な役割を担う
ものと考えられます。これらを
守り、次の世代に引き継いでゆ
くことは、現代に生きる私たち
の重要な責務といえるのではな
いでしょうか。

悠久の時空
と き

を越えて‥

▼

○

○

～速報！「新家山田家住宅」が国の登録文化財に～
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